
2・ 3・ 1 「メカライフの世界」展 (2017年度『機械工学振興事業資金」助成行事)

申請組織 開催 日 行事名 会 場 参カロ人頚

北海道支部 2017 8 5 機械工学体験ツアー 室蘭工業大学 169名

北海道支部 2017 10.14,10 15 ものづくりを支える「加工Jの技術 旭川工業高等専門学校 80名

東北支部 2017.11 4,11.5 さわって動かす機械とロボット 一関工業高等専門学校 200名

宋北支部
2017 8 10
2017 10 14,10 15

ノーラーカーが走る !2017 秋田県立大学本荘キャンパス他 60名

東北支部 2017.10.21,10,22 楽しいメカワール ド いわき明星大学6号館 136名

1ヒ陸信越支部 2017 7 15,7 16 3D CADに よる設計体験と3Dプ リンタによるものづくり講座 金沢工業大学内 78名

1ヒ陸信越支部 2017.10,7 電子昆虫オプト製作教室 (高校生向け) 信州大学繊維学部 10名

1ヒ陸信越支部 2017 9 16,9 17 機械工学の世界へようこそ 長岡技術大学 100名

1ヒ陸信越支部 2017.10.7,10,8 ものづくりとロボット (3Dプ リンタによるロボット製作と実演) 福井工業大学工学部7号館 80名

1ヒ陸信越支部 2017.11.12,11.12 ものづくりの魅力 富山高専本郷キャンパス 200名

関東支部 2017 10 22,10 23 身近な材料で流体に関わるおもち手作りして遊ぼう ! 東京工業高等専門学校 600名

3罰 東支部 2017 10.21,10.22 「メカライフの世界Jわ くわくどきどき,メ カニカル2017 群馬大学理工学部 3,730名

剰東支部 2017.11.5 先進複合材料でサンドイッチ材をつくろう 日本大学生産工学部 1■名

東海支部

2017.6 4
2017.7 30
2017.8 5,8 10,8 20
2017 10 7,10.8
2017.11 3,11.4

メカライフの世界展

大同大学,静岡理工科大学,岐阜工
業高等専門学校,二重大学,豊 田工
業高等専門学校,豊橋技術科学大
学,沼津工業高等専門学校

3,456名

関西支部 2017.11.18,11.19 「メカライフの世界J展 バン ドー神戸青年少年科学館 1,319名

中国四国支部

2017 8 7
2017 10 1,10 22
2017 11.18

作つて学ぼう “飛ぶ"の しくみ―クイズ大会&ペーパーグライダーエ作教室―

松江工業高等専門学校および島根
県内の小・中学校 (大野公民館,

出雲郷小学校, うしおまつり,十
神小学校)

157名

中国四国支部
2017 12 17
2018 1 21

海のエネルギーを使つた波カタービンを作ろう !

松江工業高等専門学校および島根
県内公民館等施設

34名

中国四国支部
2017.30
2017.7.22,7.23
2017.11.11,11.12

作って遊ぼう七宝焼き 弓削商船高等電子機械工学科棟 391名

中国四国支部 2017.8.19 アルコールランプで動くエンジンを作つてみよう 香川高等専門学校高松キャンパス 80名

中国四国支部 2017 7 1,7 30 呉高専ミニロボコン 呉工業高等専門学校 機械工学科
棟

50名

中国四国支部 2017.10,7,10,8
水産大学校学園祭 (海燕条)における研究室公開「海洋・水産に関わる機械工
学 |

水産大学 80名

九州支部
″017 7 2
2017.10 28

大分高専ロボット展 大分工業高等専門学校 700名

九州支部 2017 11 19 「メカライフの世界」展 ようこそメカワール ドヘ 都城工業高等専門学校 600名

九州支部 2017 8.19 2017メ カフ一ヽル ド in Kagoshima University 鹿児島大学機械工学科 200名

九州支部 2017.8.5 機械について知ろう !触ろう ! 熊本高等専門学校人代キャンパス 460名

九州支部 2017 8 10 「メカライフの世界」展・ようこそメカニカルワール ド2017へ 佐賀大学本荘キャンパス 35名

九州支部 2017 10 7,10 8 サイエンスワール ド2017 九州大学伊都キャンパス 2,100名

九州支部 2017 11 18 ちびつ子エンジニアリング体験 琉球大学工学部 50名

九州支部 2017.10.14,10。 15 楽 しいメカニカルワール ド 長崎市科学館 600名

九州支部 2017.10.1 秋のロボット運動会2017 九州産業大学 48名

九州支都 2017.10.14,10.15 ロボメカワール ド～ロボントと技術と機械工学～ 北九州工業高等専門学校 300名

九州支部 2017 10 21 二足歩行ロボットによる障害物競走 鹿児島高専 160名

九州支都 2017.11 3 メカ トピア2017 久留米工業高等専門学校 100名

九州支部 2017 10 28 夢・科学探険2017 熊本大学黒髪南キャンパス 300名

九州支部 2017 11 4 ポンポン船を作つてみよう !! 隆世保工業高等専門学校 100名

九州支部 2017.11.5 ロボットと遊ぼう/ス ター ジングエンジン 大分大学 旦野原キャンパス 552名

九州支部 2017.11,3,11.4 造大祭2017 メカライフの世界展
長崎総合科学大学工学部機械工学
コー ス

85名

九州支部 2017.11 18,11 19 工大祭 “メカ‐クスポ"Mechani一Expo2017- 九州工業大学戸畑キャンパス 120名

九州支部 2017.11,19 メカライフの世界展 宮崎大学工学部 200名

合計 39件 17,881名



2・ 3日 2 そ の 他 (2017年度「機械工学振興事業資金」助成行事)

申請組織 開催 日 行事名 会場 参加人雰

鶉束支部 2017.7.25-8 4 夏休みサイエンススクエア2017「おもしろメカニカルワール ド」 国立丑学博物館 1,761名

羽東支部 茨城ブ
ロツク

2017 7 21,12.22 学生のための “なるほど"技術者講演会 茨城大学 166名

関東支部 群馬ブ
ロツク

2017.7 16 平成29年度 第24回 小中高校生向けイベント メカメカフェア2017
群馬県内の教育機関、公共機関、
企業 (県内を幅広く巡廻開催)

653名

関東支部 東京ブ
ロツク

2017 8 3,8 4 小中学生のための夏休みメカ教室 日本未来科学館 240名

東海支部 2017 6 24 会員シエア層の活性化支援事業 刈谷市総合文化センター、他 23名

東海支部 2017 8.2 小・中学生のためのものづくり体験教室 産業技術記念会館 48名

東海支部 2017 10.24,10 25 J箋械工学基礎講座 :ク インクあいち 20名

関西支部 2017.6-2017.12 シエア会 「親と子の理科工作教室J

神戸市総合教育センター、箕面市
教育センター、人幡市生涯学習セ
ンター、大津市伊香立児童館、池
田市水月児童文化センター、交野
市笛1甲萱ヤンターたガ約夕oォ 所

507名

九州支部

2017.8.5,8.19-8.21
2017.10.28
2017 12.3

おもしろメカニカルワール ド 九州各県 480名

流体工学部門 2017 8 17,8 18 第23回流れのふしぎ展 日本科学未来館 2,500名

動カエネルギーシ
ステム部門

2017.8,8 「機械の日」動カエネルギーに関する規子見学会
川崎重工業 兵庫工場、神戸工場
(変更の可能性あり)

44名

環境工学部門 2017 7.28 講習会 :手作りで音を楽しもう一環境にやさしい夏休み親子向けイベントー 東芝未来科学館 35名

生産加工・工作機
賊部門

2017 7 15,7.16 コンピュータ支援ものづくり体験 九州工業大学情報工学部 67名

生産加工・工作機
隙部門

2017.7 31 デジタルファブツケーションを使つた “ものづくり"体験
東北大学・創造工学センター デ
ジタルア トリエ 35名

生産加工・工作機
戯部門

2017.11.29 講演会「ものづくり最前線」 日本精工株式会社日精ホール 98名
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2017.3.25,3.26 第20回 ロボットグランプリ
東京都立産業技術高等専門学校荒
川キャンパス

192名

宇宙工学部門 2017.9,8 実践セミナー「革新的衛星技術実証の紹介及び小型衡星の技術課題J
JAXA相 模原キャンパス/宇宙
科学研究所

34名

技術と社会部門 2017,10 21 第10回新☆エネルギーコンテスト 日本大学工学部 101名

技術と社会部門 2017.10 15 第7回低温度差スター ノングエンジン競技会・発表会 コンパルホール 16名

一般 2017.6.10,6.11 第29回知能ロボットコンテスト スリーエム仙台市科学館 1,140名

一般 2017 7 30 夏休みキッズ科学セミナー 北海道科学大学ロボティクスエ房 66名

一般 2017.9 24 第17回 ロボット・ トライアスロン 小樺大会 北海道職業能力開発大学校 96名

合計 22件 8,312名



2017年度メカライフの世界展 報告書

1.テーマ名 :ものづくりを支える加工の世界

2.実施年月日:2017年 10月 14日 (土 )～ 15日 (日 )

3.実施責任者 :旭川工業高等専門学校 システム制御情報工学科 堀川紀孝

4.会場 :旭川工業高等専門学校

5.参加人数:鋳造体験約 50名 ,総数 80名

2017年 10月 14(上 )～ 15日 (日 )に旭川工業高等専門学校の高専祭にあわせて『メカライフの世

界展』を開催した。「ものづくりを支える加工の世界」をテーマとして,鋳造,機械加工,塑性加工,AM
(Addit市 c Manufacturing,3Dプリンタ)の展示を行い,鋳造については体験コーナーを設けた.会

場内のスクリーンではものづくりに関するビデオを上映した.また,日 本機械学会を紹介する展示とし

て,機械遺産のパネル展示や学会誌の紹介コーナーを設けた.

鋳造体験コーナーでは,参加者が好きな文字のシールを使つてネームプレートの型をつくり,それ

をもとに自ら砂型を作つて,スタッフがホワイトメタルで鋳造および仕上げを行つた.両 日とも親子連

れや学生など多数の来場者があり,鋳造コーナーでは2日 合計で50名を超える参加者があり,時間

帯によってはお待ちいただくこともあるなど,盛況であつた.鋳造体験コーナーでは小さな子供から大

人までが真剣に砂型づくりに取り組む姿が印象的であり,参加者は融けた金属を注湯する様子など

興味深そうに見つめ,できあがつたネームプレートを手に歓声を上げていた.

その他の展示では,塑性加工のアルミ缶の製造工程のサンプルや3Dプリンタの動作デモンストレ

ーションと出力品(旭川市の公式キャラクター「あさつぴ一」やエンジン部品の模型)などへ関心をもつ

来場者が多く,子供が鋳造体験の作業の間,展示物や映像を見ている様子がうかがえた.

会場の都合上,建物の奥の方での展示となり,通りかかる人は多くはなかつたが,展示や体験コー

ナーに来場される割合は多く,幅広い方に機械工学と加工の世界の一端を知っていただく―助となつ

たのではと思われる.
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手前に3Dプリンタ,右手に機械遺産のパネルを

置いた。このほか,アルミ缶の製造工程サンプ

ルの展示がある.

砂型製作中の参加者

尋ユ
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小さな子供が砂型製作に挑戦中



「メカライフの世界展」報告書

室蘭工業大学もの創造系領域

助教 佐々木大地

行 事 名 :機械工学体験ツアー

開 イ樫 日 :2017年 8月 5日

会   場 :室蘭工業大学

参 加 人 数 :169名

平成 29年度の「メカライフの世界展」は,2017年 8月 5日 (土)に室蘭工業大学にお

いてオープンキャンパスと同時に開催しました。機械航空創造系学科機械システムエ学コ

ースの展示ブース内に「メカライフの世界展」コーナーを設け,同 コースの先生方ならび

に研究室の学部生・院生の皆様にご協力いただきました。ここでは「機械工学体験ツアー」

と題して,エ ンジンについての展示・実演を行いました。機械工学の基礎学問のすべでが

詰まったエンジンは,音,重さ,質感など実際に体験することでさらに魅力が伝わります。

特にバイオマス,カ ーボンニュー トラルなど環境を考慮したエンジンの燃料の技術の発展

がめざましいです。より身近に機械工学を感じてもらうために,大学で開発中のディーゼ

ルエンジンの実演会を行いました。参加者のほとんどが高校生で,ス ターターロープを引

いてエンジンを始動させるのに苦戦しているようでしたが,バイオディーゼルエンジンか

ら発する独特の匂いや院生の説明に興味津々の様子でした。

展示内容

。自動車の実用エンジン,エ ンジンパーツ

。バイオディーゼァレ燃料の生成工程と実際の燃料の展示および説明用のポスター展示

・実際のエンジンをかけて音や臭いなどを体験



2017年度機械工学振興事業資金報告書 (東北支部 )

「
メ カ Eラ イ フ の 世 界 」 ―   幸限告 書

1.テーマ名 :ロ ボット競技大会

2,実施年月日 :平成 29年 8月 19日 ～20日 ,平成 30年 1月 29日 (予定)

3.企画者 :

(1)大学・高専名 :一関高専

(2)研究室名 :機械 :知能系

(3)企画実施に参加した学生名 :機械工学科 3年 44名 ,機械工学科 5年 5名

4.来場者総数 :250名

5,企画者から一言 (『 日本機械学会誌』,上での説明文となります)

―関高専機械工学科では,デザイン教育の一環としてロボット開発を行う授業に取り組んで
いる。これは3年で設計開発したロボットに4年でマイコンを搭載し,自律型移動ロボット
を 2年かけて開発する流れとなっている.昨年度学生が開発したロボットは中学生向けオー

プンキャンパスで,研究で開発されたロボットと共に展示し,機械工学および本校のカリ
キュラムについてのアピールを行つた。なお,今年度のコンテストは 1月 下旬に行う予定で
ある.(写真は昨年度のコンテストの様子)

6.企画報告ホームページ URL

7.鮮明な写真を 1枚貼付 してください。

8.収支決算報告 :この報告書に添付してください。



H29メカライフの世界展
機械工学振興事業資金報告書 (―関高専 )
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ロボット競技大会(2017-01-30)※昨年度の報告書提出後に実施



2017年度機械工学振興事業資金報告書 (東北支部 )

「
メ カ ラ イ フ σ)世 づ卜 」 展   報 告 書

1,テーマ名 ソーラーカーが走る :2017

:2017年 8月 10日 、10月 14,15日2,実施年月日

3′ 企画者 :

(1)大学・高専名 :秋田県立大学

(2)研究室名 :システム科学技術学部機械知能システム学科
人間支援メカ トロニクス研究グループ

(3)企画実施に参加 した学生名 :日 景 健太 他、全 6名

4、 来場者総数 :60人

5,企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文となります):
秋田県大潟村ソーラースポーツラインで 8月 6、 7日 に開催された WGC(WORELD GREEN C‖

ALLENGE)の カテゴリーSの ソーラーカーレースに、本学のソーラーカーAPU2017が出場しま
した。ソーラーカーにはまずまずのお天気で、当チームは昨年に続いてオープンクラス優
勝を果たすことが出来ましたが、パンクにたたられて成績は今一つでした。例年 10月 の大

学祭の時に実施していた小学生向けのペットボ トルソーラーカー作りを、今年はソーラー

カー大会直後の 3月 10日 に行い、多くのご家族連れに参加して頂きました。残念ながらあ
いにくのお天気で、完成後の試走やレースは室内開催となったため、ソーラーパワー全開
とはいきませんでしたが、楽しみながらエコカーに関心を持つていただくことが出来まし
た。今年度は 8月 26日 、27日 に宮城県の菅生サーキットで開催されたバッテリーカー

レースに本格参戦 し (昨年度はエントリーしたものの、練習走行でリタイヤ)、 まずまず
の記録を残すことが出来ました。ソーラーカーの結果と菅生の参加報告を合わせて、10月

14日 、15日 の大学祭 (潮風祭)において実車とパネルで紹介し、多くの方に関心を持つて

頂くことが出来ました。

6.企画報告ホームページURL:http://www,akita―pu.ac.jp/system/mise/bio_intellige

nce/human_support/mimuro_lab/index.html

7.鮮明な写真を1枚貼付してください。
8月 10日 、ペットボトルソーラーカーを作つてレースを楽しむ

8.収支決算報告 :こ の報告書に添付してください。



2017年度機械工学振興事業資金報告書 (東北支部)

「
メ カ ラ イ フ の 世 ゴト 」 展   報 告 書

1.テーマ名 :楽 しいメカワール ド

2.実施年月日 :2017年 10月 21日 (土 )と 22日 (日 )の二日間

3.企画者 :

(1)大学・高専名 :いわき明星大学

(2)研究室名 :高研究室(CAD/CAE/CAM研 究室)

(3)企画実施に参加 した学生名 :山 口

安田

将弥、小林

直希、寺島

豊、祖父江

高登、渡遇

功成、

康修

4.来場者総数 :136名

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文となります):
日本を、世界を支えるために、若い人々や市民に産業の基盤となる学問「機械工学」
に興味を持つてもらい、重要性を認識 してもらうことが大切である。

6.企画報告ホームページURL:http://www.iwakimu.ac.jp/%7Esandelab/

7.写真

8.収支決算報告 :こ の報告書に添付してください。



平成 29年度「メカライフの世界展」行事報告書

1.企 画担当 :金沢工業大学 工学部 機械工学科

実施責任者 :機械工学科 斉藤博嗣

2.企 画名 :3D‐CADに よる設計体験 と3Dプ ジンタによるものづ くり講座

講座担当者 :機械工学科 瀬川明夫

3.開 催日 :2017年 7月 15日 (土 ),16日 (日 )

4.開 催場所 :金沢工業大学 24号館 5階 501室 (CAD室 )

5,参 加人数 :78名

6,実 施概要 :

平成 29年度の金沢工業大学における「メカライフの世界展」では,本学の夏のオープンキャンパスと

同時開催 とし,主 な来場者である高校生ならびにそのご両親を中心とする幅広い世代に対 し,3D‐ CAD

および3Dプ リンタを通 じた機械工学の幅広さと奥行きを実感 してもらう取 り組みをおこなった。

講座では,本学の瀬川教授が講師を務め,3D‐CADに よる設計の基礎および 3Dプ リンタによるもの

づくりの現状, また瀬川教授が現在取 り組まれている 3Dプ リンタを応用 した医工連携に関する取 り組

みについての ミニ講義が開催され,引 き続き参加者が自らコネクティングロッドを模擬 した形状のソジ

ッドモデルを 3D‐ CADに より作成する実習がおこなわれた。実習では,サ ポー トスタッフの学生数名が

参加者の疑問等に答え,初心者にもわか りやすい説明がおこなわれた。

また,熱溶解積層方式の 3Dプ リンタは講座中に常に稼働 し,徐々に成形物が積層されていく様子を参

加者が観察 し,3Dプ リンタを前に瀬川教授がその解説をおこなった。高校生だけでなく,保護者からも

熱心な質問があ り,3Dプ リンタに対する興味は大きいようであった.

会場外には参加者の憩いの場としてフリー トークラウンジを設け,機械工学ならびに本学機械工学科

について気軽に質問ができる場 とした。

高校生を中心 とする若年層からそのご両親を中心とする中高年層までの幅広い世代に対 し,普段ニュ

ース等で見聞きする設計の現場や,技術革新により目覚ましく変化する機械工学の代表例 として 3Dプ

リンタの実機に触れてもらうことで,機械工学への関心がより高まったものと期待される。

講座の実施風景 3Dプ リンタを前にした解説
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スタッフ学生による 3D‐CADサポー ト

参加者向け講座解説資料の表紙

憩いの場 としてのラウンジ

7.収 支決算

・収入

支出

日本機械学会機械工学振興事業資金 : 25,000円

消耗品等 : 25,000円



平成 29年度 メカライフの世界展 報告書

1.テーマ名 :ス カベンジャーロボント製作教室 (小 中学生向け)

2.実施年月日 :平成 29年 10月 7日 (土 )

3.会場 :信州大学繊維学部

4.企画者 :信州大学繊維学部機械 3ロ ボット学科河村研究室

5.参加人数 :10名

6.実施概要

日本機械学会ロボメカ部門主催のロボットグランプリ競技「ロボットスカベンジヤー」

に参加するためのロボット製作教室を開催 した .

小中学生にロボット製作の楽 しさを知ってもらい, ロボコン競技に参加するきつかけ

を作ることを目的とした.指導には大学生がボランティアであたり,T寧な指導を行つた

その結果,参加者がロボコンに参加可能なロボットを製作 して,ものづくりへの興味と口

ボコンヘの参加意欲を高めることができた .
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平成 29年度 メカライフの世界展 報告書

1.テーマ名 :機械工学の世界へようこそ

2.実施年月日 :平成 29年 9月'16,17日

3.会場 :長岡技術科学大学

4.企画者 :長岡技術科学大学 機械創造工学専攻

5.参加人数 :約 100名

6.実施概要      i｀ .

本事業は機械工学との関わ りが少ない子供 (特 に中高生)に対し,

日 機械工学の内容を見学 してもらうことで,機械工学に対する興味を促すこと,

日 実の製品の開発等において,機械工学が世の中の役に立っていることを理解 してもらうこと

を目的として,長岡技術科学大学の第 37回技大祭に合わせて実施 した .

主な内容として ,

口 機械工学の内容や,取 り扱う様々な分野を一覧,対応する機械創造工学専攻の各研究室の研究を紹

介したパネル等を作成 し,大勢の見学者が通る通路脇の休憩スペースに設置 し,機械工学の紹介を

行つた。必要に応 じて,公開中の機械創造工学専攻の研究室への案内を行つた .

・ 長岡技術科学大学機械創造工学専攻の公開中の研究室や,テクノミュージアムにおいて,実験装置

の見学を行つた .

パネルの掲示の様子



メカライフの世界展 報告書

実施責任者 :小沢 康美

開催 日

会場

参加者

:2017角二10月 8日 , 9口

:福井工業大学

:子 ども (約 30名 ),保護者 (約 15名 ),中高生 (約 35名 )

近年,3D‐ CADや 3Dプ リンタを使用した RP(ラ ピンド プロトタイピング)が試作の

手法として急速に普及 し,様々なものづくり (造形)が容易になりつつある。従来はコンピ

ュータの 3D‐ CAD画面内でしか確認できなかった様々な機械が,3Dプ リンタを利用する

ことにより立体物 (樹脂製)と して容易に製作されるようになってきている。さらに 3Dプ

リンタで製作された機械の立体物は手にとつて調べることができるため,機械の仕組を理

解するうえで有効なものとなっている。このような 3D‐ CADと 3Dプリンタを組み合わせ

た RPは,様々なアイデアの迅速な試作を可能ならしめている。

このような背景から本企画では「ものづくりとロボット」と題 して9【D/CAMやRPで製

作した簡単なロボット (歩行ロボットやロボットカーなど)の展示と実演を行つた。この

企画は機械工学が「ものづくり」にどのように関わつているのかを子どもたちに理解 して

もらい,子どもたちに人気のあるロボット (知能機械)を介して機械工学による「ものづ

くり」の楽しさを子どもたちにわかり易く伝える目的で実施されたものである.

参加者らはCAD′CAMやRPにより製作されたロボットを手にとつて構造を興味深く観察

したり,ロ ボットの操作を楽しんでいた。「RPを利用するとイメージしたものが簡単に製

作できることに驚いた」といった子どもの感想や,「RPを利用したものづくりやロボット

製作に親子で一緒に取 り組んでみたい」といった子どもと一緒に参加された保護者からの

意見が印象的であった。

本企画の実施を通して柔軟な思考をもつ未来を担 う子どもたちに機械工学における「も

のづくり」のおもしろさと興味を喚起することができたものと考える。





?
平成29年度 メカライフの世界展 報告書

1.企画 :   富山高等専門学校 機械システムエ学科・電気制御システムエ学科

2.担当者 :

属教員

富山高等専門学校 機械システムエ学科 。電気制御システムエ学科 所

3.日 時 :   平成29年 H月 11日 (土),12日 (日 )

4。 会場 :   富山高等専門学校 本郷キャンパス

5。 参加人数 : 約200名 (高専祭への来場者数 :2500名 )

6。 概要

この企画は,富山高等専門学校本郷キャンパスの学校祭 (志峰祭)の 中で,機械シス

テムエ学科 。電気制御システムエ学科の学科展示企画の一環として,富山高専で普段行わ

れている研究 を小中学生や地域の方に紹介するために実施されたものである。各学科の

テーマは

機械システムエ学科 :「機械の英知で未来を動かせ !」

電気制符,システムエ学科 :「研究紹介&作るぜ !く
｀
るぐる手回し発電機」

である。天候が悪かったにも関わらず,各企画に対して地域の方や小中学生など多数の来

場者があった。

ビスマス結晶の作製実験では,担当教員のアドバイスを受けながら,来場者が自ら結晶
の作製にチャレンジし,美 しい形状のオリジナル結晶を,お土産として持ち帰ってもらい

好評であった。印鑑の加工体験では,来場者が自ら加工機と運動しているパソコン上で,

思い思いの印影をデザインし,そのデータが加工機に送られ,加工されるようすを興味深
く見ていた。また;高専,大学等では,当たり前になりつつある3Dプリンターも,は じめ
て見る一般の来場者がとても多く,樹脂が一層ずつ積層されモノが出来上がっていくよう

すに,興味津々だったことが印象的であった。

EVカ ートや群ロボットなどは来場者に実際に操作、操縦を体験してもらい好評であった。
ロボットアームの関節を操作してのお菓子つかみ取りは子供にも好評であった。さらに,

各学科での研究成果に加え学生が参加したコンテストでの成果なども展示を行い,実験の

説明を真倹llに 聞いている中学生の姿などが見られ、この企画を通して機械工学への興味を

持ってもらえたのではないかと考える。

展示会場の入 口 ビスマス結晶の作製体験 印鑑のNC加工体験



「メカライフの世界展」報告書

1.テーマ名 : 身近な材料で流体に関わるおもちゃを作つて遊ぼう !

2.実施年月日 : 2017年 10月 22(上 ),23日 (日 )

3.企画者 :

(1)大学 四高専名 : 東京工業高等専門学校

(2)研究室名 : 機械工学科 (実行委員長 :清水昭博 )

(3)企画実施に参加した学生名 :

(専攻科 機械情報システム専攻)伊原久美子、小野悠太

(機械工学科 5年生)佐藤瑞樹、笹谷雄作、市川真輝、元島大輔、山下隼弥

(機械工学科 4年生)福田千遥、田中徹哉、鈴木 雄―郎、中沢健十

(機械工学科 3年生)伊藤拓海、一戸修摩、国友友― (機械工学科 2年生)安
岡弥香、増田美、松本葉月、田中琉偉

(1年 1組)松澤流河

4.来場者数 :約 600名

5.企画者から一言

本企画は東京高専の「くぬぎだ祭」および「サイエンスフェスタ」の機会を捉えて、近

隣の小中学生らを対象としてものづくりの楽しさを体験してもらうものでした。身近な

材料を用いて、「よく回る風力発電機、紙とんば、三枚羽根ブーメラン、輸ゴム鉄砲、風

船ジェットカー、風船ホバークラフト(紙グライダーを工作し、実際に回したり、飛ばし

たり、走らせたりして遊ぶ体験ができました。回転、飛行、浮上、走行物体を工作しま

した。すべて無料で行つており、幼児、小中学生と保護者、高校生、中高年者の方が

参加され、終わると「楽しかつた !うれしい :」 の感想を異口同音に聞けました。台風

で来場者数が減ったのが残念でした。

6.企画報告ホームページ URL: 情報セキュリティ対策中のため、未公開です。

7.収支決算報告書:月1紙参照



8.写真



事業報告書

平成 29年 8月 4日

〒376-8515 群馬県桐生市天神町 15-1

群馬大学大学院理工学府知能機械創製部門

(―社)彫樹飾婿髭翠薪鼓帯附馬ブロック幹事

准教授 小山 真司

TEL:0277-30‐ 1545

E‐m菰|:koyanta@gunma_u.ac」 p

1.事業名称   平成 29年度 第 24回小中高校生向けイベント メカメカフェア2017

2.主  催    (― 社)日瞬 聞藉惑呂僻馬ブロック)仰源邪昭ブロック長l

3.後  援   群馬県,太田市,太田市教育委員会,上毛新聞社,NHK前橋放送局,株
式会社 エフエム群馬,エフエム太郎,群馬大学大学院理工学府 (知能機

械創製部門),こ うがくクラブ,に こにこ食堂,群馬大学科学技術振興会 ,

群馬地区技術交流研究会,地域産学官連携ものづくり研究機構

4.開催場所   群馬大学 大田キャンパス (群馬県太田市本町 29-1)

5.開催 日時   平成 29年 7月 16日 (日 )10:00～ 17:00
6.参加者数   653名 (来場者 482名 ,出展者等 171名 )

7.入 場 料   無料

8.実施概要

メカメカフェアは,群馬県内の小中高校生を対象に,機械,科学および技術の楽しさを体

験していただくことを主旨として,(一社)日本機跛孝鮮動謬塔1僻痛ブロック)力注催し 毎年

開催 しているイベン トであり,本年で 24回 目を迎えた .

今年度は,株式会社 SUBARU o SUBARUテ クノ株式会社,株式会社 ミツバ,ホンダ学園,太 F易

誘電株式会社,矢島工業株式会社,小倉クラッチ株式会社,新潟原動機株式会社,群馬工業

高等専門学校,群馬自動車大学校,群馬大学次世代 EV研究会,群馬大学大学院理工学府知能

機械創製部門から計 12件の出展があった。内容としては,EVカーの試乗,発電メカニズム

の学習とミニカーによるタイムレース,四輪駆動ミニカーの走行実験,様々な高機能で面白

い自転車の試乗,モーションコントロールを用いたキャッチゲーム,燃料電池自動車の展示 ,

船の模型の展示と歯車で構成された装置の仕組みの学習,空気や液体に関する科学実験, ド
ライビングシミュレータなど,実に多岐にわたった。

当日は天候に恵まれ暑い日であつたが,多 くの家族連れで貝辰わつた。子供たちは目をキラ

キラとさせて,展示物に見入つたり意外な動きにびっくりしたりしながら,展示スタッフの

教員や大学生 。大学院生に熱心に質問する様子も見受けられた。また,子供たちの保護者で

ある大人たちも,身の回りの機械の中に含まれる様々な技術を知 り,関心を深めている様子

であつた.こ のように,参加者達は,様々な科学。工学技術を生で体験し,普段話す機会のな

い大学生や大学教員とも交流を深め,大変満足してくれた様子であつた。子供たちの理科離れが

問題視されて久しいが,本質的に子供たちは動くものやメカ (機械)が好きな様子であり,その興味

をさらに引き出し,理科や技術に対する関心を高めることができたものと考えられ,当フェアの開催

目的は十分達成できたものと思われる。

最後に,助成ならびに後援をいただいた各団体,出展者の皆様,当 イベン トの事前準備か

ら当日の運営にご協力いただいた地域産学官連携ものづくり研究機構,群馬大学,こ うがく

クラブ,群馬大学大学院理工学府知能機械創製部門の教職員,学生諸君,同時開催 した群馬

大学太田キャンパス学園祭実行委員および関係各位のご協力に感謝の意を表します。



「平成 29年度 第 24回小中高校生向けイベン ト メカメカフェア 2017」 の当日の会場の様子
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開場後には多くの来場者が訪れた

(太 田キャンパス学園祭 と同時開催)

ドライビングシミュレータでの運転体験

EV体験乗車で名 ドライバーに変身

不思議な理科実験に興味深々

舞
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本物の燃料電池自動車

クイズラリーの景品獲得に向けた最終関門
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四輪駆動車の魅力

手回 し発電カーでタイム レース



「メカライフの世界」展 報告書

1.テーマ名  :先進複合材料でサン ドイッチ材をつくろう

2.実施年月 日 :2017年 11月 5日

3.会場    :日 本大学生産工学部 12号館

4.企画者 :

1)大 学名

2)研 究室名

3)企 画代表者

日本大学生産工学部機械工学科

坂田研究室

坂田憲泰

6

5,来場者数 :■ 1名 (2回の総人数 )

1回 目  : 11:00 ～ 12:00 (来場者 :36名 )

2回 目 : 14:00～ 15:00(来場者 :75名 )

.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文になります :

はじめに,複合材料の起源,身近な複合材料,先進複合材料 (FRP)な どについて,パワ

ーポイントで説明を行つた。次に,サンドイッチ構造の利点や使用例についての説明を行っ

た。そして,サンドイッチ材の効果を確認するために,同 じ厚さのアルミニウム合金,コア

材単体,CFRP単体,サンドイッチ材の三点曲げ試験を行い,サンドイッチ材が軽量で剛性

が大きいことが確認した。最後に,参加者全員に飛行機や動物のかたちに切断した CFRPの
表面材 2枚とコア材 1枚を配布し,瞬間接着剤を用いてサンドイッチ材の成形を行つた。成

形後のサンドイッチ材は,ス トラップをつけてお生産にした。

7.鮮明な写真を 1枚貼付してください。





機械工学振興事業 (メ カライフの世界展)報告書

1.テーマ名 :

レーザー加工でオリジナルキーホルダーを作ろう

2,実施年月日 :

2017年 6月 4日

3.団体名,企画者など :                 ′

(1)大学 日高専名

大同大学

(2)研究室名

宮本研究室,坪井研究室

(3)企画実施に参加した学生名

児玉真幸 (修± 2年 ),田 中隆太郎 (修± 1年),高木雄生 (修± 1年),鞠千里 (修

± 1年),佐野祐輝 (学部4年),陳恰安 (学部 4年 )

4.来場者数総数 :

約 30名

5,企画者から一言 :

大同大学オープンキャンパスに合わせて,高校生,保護者の方を対象に 2017年 6月 4

日(日 )15:00～ 16:00で実施しました。レーザー加工の原理などをスライ ドやポスター

を使つて説明しました。また,実際のレーザー加工機が加工している様子をカメラに

よリディスプレイに映してリアルタイムで来場者に見ていただけるようにしました。

来場者には実際にレーザー加工機で印字加工したアルミプレー トをプレゼントしまし

た。

6.企画報告ホームページURL:http://www.daido― it,ac.jp/～ j―miya/news.html

7.写真 :

8.収支決算報告

別紙参照



「
機 械 工 学 振 興 事 業 (メ カ ラ イ フ の 世 藤 )報 告 書

1.テーマ名 :

前後輪二輪駆動電動バイクの展示試乗走行 (静岡理工科大学オープンキャンパスにて)

2.実施年月日 :

2017年 7月 30日 (日 )

2017年 8月 20日 (日 )

3.企画者 :

(1)大学 苗高専名

静岡理工科大学
(2)研究室名

ヴィークルエ学研究室

(3)企画実施に参加 した学生名

横田 雅司 (Ml)
鈴木 裕和 (B4)

4.来場者総数 :

オープンキャンパス来場者総数 988名

(こ の内、展示説明者数は 100名 程度、試乗体験者数は十数名程度 )

(内 訳 )

2017年 7月 30日 (日 )オープンキャンパス来場者総数 487名
2017年 3月 20日 (日 )オープンキャンパス来場者総数 501名

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文等となります):
前輪と後輪が両方とも駆動するという新たな発想の電動バイクの展示試乗会を実施した。見学者
に対し、展示構造説明後実際に試乗走行をしてもらう。試乗走行内容は、後輪だけの駆動、前輪
だけの駆動、及び前後輪駆動の 3パターンを比較し、体験試乗してもらうものである。特に、前
輪だけの駆動や前後輪駆動は、通常のバイクと異なるため、日頃体感できないものである。バイ
クの可能性を展示による構造説明だけでなく、実際の試乗で体感してもらうことができ、参加者
にも好評であつた。写真は展示説明をしている様子や実際に試乗してもらつている様子を写 した
ものである。

6.企画報告ホームページURL

特になし

7.鮮明な写真を 1枚貼付してください。 (上 記と次項に添付)

8.収支決算報告 :こ の報告書に添付 して ください。 (次項に領収書添付 )

(収支決算報告に添えていただ く領収書 (原本)は A4判の用紙に添えて貼付願います )

領収書の内訳は以下です。

日 (消耗品交換)12イ ンチダンロップタイャ 2本   ¥15,000
・ (消 耗品交換)タ イヤ交換組付作業費       ¥3,000
・ (点検整備) 整備改修費             ¥33,352

(消費税)          ¥4,148

(合計)        ¥56,000



(写真の添付 )

(領収書の添付 )

以 上



「機械工学振興事業 (メ カライフの世展)報告書
1.テーマ名 :こ んなところに機械工学

2.実施年月日 :2017年 3月 5日 (上 )

3.企画者 !専攻科 2年
(1)大学 日高専名

岐阜工業高等専門学校

(2)研究室名

機械工学科における全研究室

(3)企画実施に参加 した学生名 専攻科 先端融合開発専攻

機械工学科 4年生 8名 ,5年生 37名 , 専攻科生 3名
尾関優汰

4.来場者総数 :428名

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文等となります):
中学生,そ の保護者,お よび中学校の先生方を対象に「こんなところに機械工学」と題

して,様々な機械工学分野の紹介と展示,体験工作を行つた.具体的な内容は,引 張り試
験,空調の仕組み,モデルロケットの展示,自転車発電, CAE解析,プ レス加工などで

ある。また, 3Dプ リンタから出力した小物をクイズの正解者へのプレゼントとした,全
般に,見学者は機械工学分野の幅広さに興味を持ち,よ い機械工学のPRの機会となつた

6.企画報告ホームページURL:
http://www.gifu―猾ct.ac,」 p/aOmiesion/open_oawpws/

してくだ

8.収支決算報告 :こ の報告書に添付してください。

別紙添付



「機械工学振興事業 (メ カライフの世界)」 報告書

1.テーマ名 :

機械工学の最先端を知ろう !

2.実施年月 日 :

2017年 8月 10日 (木 )

3.企画者 :二重大学院 工学研究科 機械工学専攻 市川智也,高村幸希

(1)大学 。高専名

二重大学工部 機械工学科

(2)出展研究室名

量子物性工学研究室,メ カ トロニクス研究室,シテム設計研究室,生体システムエ

学研究室,材料機能設計研究室,集積加エシステム研究室および超精密加工研究室 ,

エネルギー環境工学研究室,エネルギーシステム設計研究室およびエコ・プログク

ツ研究室,流動現象学研究室

(3)企画実施に参加 した学生名

上記研究室の大学院生および卒研生

4.来場者数

約 760 名

5。 オープンキャパスの機会を利用 して,近隣地域の中 。高校生に私たちが持乃わつている研

究内容や大学での生活を紹介 しました。各種研究室を自由に見ていただき,私たちや先生方

の説明を聞いていただくだけではなく,実際にNC旋盤,ロ ボット,大型風洞やエネルギー・

環境に関する実験装置,材料などを見た り触れていただいた りすることで,機械工学が扱 う

幅広い分野について実感 していただけたと思います。また,非常に多くの方が来場 されたの

で,進学進路 として,私たちの後輩 として機械工学を考えてもらえる方が増えたのではない

かと思います。

6.企画報告ホームペジ

なし



7。 来場者 と企画実施に参加 した学生の例
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8 収支決算報告

収入

メカライフの世界展助成 ¥55,000

支 出

計

来場者用飲料および紙コップ

展示用模型

事務用品

¥55,000

¥32,180

¥21,390

挙1,430

計

領収書は別添いた します。

¥55,000

以 上



F機 械  E 学 振 興 事 業   (メ カ ラ コ「
フ の 世 ― ) 報 告 書

1.テーマ名 :

自作ロボットの展示および実演

2.実施年月日 :

2017年 10月 7日 (土 ), 8日 (日 )

3.企画者 :第 4学年 機械工学科 柴田

(1)大学・高専名

豊田工業高等専門学校

(2)研究室名

機械工学科第 4学年及び自動車部

(3)企画実施に参加 した学生名
田代 智英,黒柳 賢人,阪井

鵜飼 隆央,斎藤 亮吾,臼井

健 生

拓,加子 瑞騎,福井 悠平 ,

康貴

4.来場者総数

約 800名

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文等となります :

豊田工業高等専門学校機械工学科第 4学年及び自動車部は 10月 7,3日 に行われたオー

プンキヤンパスにおいて,「メカライフの世界展」として,自作 した自動演奏金管楽器 ,

茶運ぴ人形 (ロ ボッ ト),洗 濯折 りたたみ機, ロボッ ト掃除機,エ コランカー等を展示 し,

来場者の中学生や保護者の皆 さんに,それ らの機械の説明をし,機械の魅力を体験 (体

感)し ていただきました。このメカライフの世界展を通 して,来場者の方には,い ろいる

な機械に触れていただ くことで,機械に興味を持つていただけたものと思います。

6.企画報告ホームページ URL:無

フ.鮮明な写真を 1枚貼付してください。
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「
機 械  E 学 振 興 事 業   (メ カ ラ コ「 フ の ― ― ) 報 告 書

司.テーマ名 :

ロボットの展示・操縦体験・ロボコンの世界をのぞいてみよう !

2.実施年月日 :

2017年 10月 8日

3.企画者 :学部 3年 機械工学課程 新庄 未空

(1)大学 日高専名

豊橋技術科学大学

(2)研究室名

豊橋技術科学大学ロボコン同好会 (当 団体は研究室ではな くサークルです )

(3)企画実施に参加 した学生名

新庄 未空、益戸 直也、西川 定希、平井 ―誡、伊藤 耕平、森田 知熙

4.来場者総数

約 150名

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文等となります):
私たち、豊橋技術科学大学ロボコン同好会は 10月 8日 に行われた技科大祭で、部員が自

作したミニロボットを、来場者の子供たち・親子同士に操縦体験をしていただきました。
操縦体験を通して、ロボットの構造を学んでもらえました。それにより「ものづくり」に
対して関心を持っていただけたと思います。

また、大会に出場 したロボットの展示と大会の様子を放映し、ロボットコンテス トにも
興味を持つていただけたと思います。

6.企画報告ホームページ URL:無

フ.鮮明な写真を 1枚貼付してください。

8

別紙添付



1

奮機 孝成 工 学 振 鍵 事 業 (メ カ ラ イ
=ン

の 世 織 )幸 綴 翁 審

テーマ名 :

メカの露曲さを鰺じよう 1

2,実麹年月鶴 :

20t7年 41月 3雲 から奪日

9ィ 企期着 手

41)大学・癖等名

溜津工業高等奪F尋学校
(2)研究鐘名

沼津工業薦等尊鶏学鞍 機綴工学翔好会
(3)企画実施に参顔 した学生峯

靭と1裁工学軽 8年後墾予整太食移,3筆猪多洋介ヶ3年鶏霞i惨二,惨賓亀攀舞 1年薄舎r虚,哉

4.来場審総鍛
約 OOO名

る.本建麟者から一甍 (『 日本機綴挙後議滋とでの議授籍支籍を森ザます)f

摩燃鶴綾式豫駿変魏機、豫筆滅嫌機、テオヤンセンのス井ランざぜ―ストに簸み込まれた機構密
髪律 缶議示して、森蕩脅とこ舞作と,て 鷲サ与″つたリカめ伝瑾や建動俗愛砲を離明して.こ れら機構の轟
為 k転

:を撃解してとヽただくことみ1で きたィ

6.盗題籟善本一ムベージ靭と,無

7 鮮甥を写藁査η稜鏃付猛てくださ1,ヽ .



2017年度 「機械工学振興事業資金」行事報告

【実施責任者】
松江工業高等専F目 学校 機械工学科 教授 高尾 学

【行事名】

作つて学ばう “飛ぶ"の しくみ ―クイズ大会&ペーパーグライダーエ作教室―

【開催 日】

平成 29年 8月 7日 (月 )～平成 29年 11月 18日 (土)の期間に 4か所で開催

【会場】

大野公民館 (松江市)

出雲郷小学校 (松江市)

うしおまつ り (雲南市)

十神小学校 (安来市)

【参加人数】
157名

【行事内容】
一人でも多くの小学生に機械工学への興味を持つてもらい,次世代の機械分野や航空分野を担う技術者

を育むため,飛行機を題材とした工作教室を開催した。この教室は,次の流れに沿つて実施した。

(1)飛行機○×クイズ・・・飛行機の開発史,速度や流体の性質などに関するクイズ

(2)飛行機が飛ぶしくみに関する授業 。・・揚力と推力を発生する主翼とジェットエンジンに関する説明

(3)ペーパーグライダーエ作・・・工作を楽しむとともに,翼の反りや上反角などの用語を学習

(4)ペーパーグライダー競技・・・飛行機(グライダー)を どのように調整したら良く飛ぶのか体験的に学習

この毅室は島根県内 4か所で実施 し,開催 日,会場および参加人数は,次の通 りである。

平成 29年 8月 7日 (月 ) 大野公民館   30名
平成 29年 10月 1日 (日 ) 出雲郷小学校  51名
平成 29年 10月 22日 (日 ) うしおまつ り  50名
平成 29年 11月 18日 (土) 十神小学校   26名
本行事の実施にあた り資金をご提供いただいた(一ネ土l日 本機械学会,さ らに,本行事の会場 と

して受け入れていただいた諸団体の皆様に射 して,心より謝意を表する。

腱
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2017年度「機械工学振興事業資金」行事報告

【行事名】

海のエネルギーを使った波カタービンを作ろう !

【実施責任者】

松江工業高等専門学校 実践教育支援センター 奥原真哉

【開催日】

平成 29年 12月 17日 (日 ),平成 30年 1月 21日 (日 )

【会場】

松江工業高等専門学校 (松江市)

三刀屋文化体育館アスパル (雲南市)

【参加人数】

受講者 :17名 保護者 :17名 計 :34名

【行事内容】

青少年への海洋エネルギー利用技術やものづくりへの啓蒙を目的として海のエネルギー

や波力発電についての授業と工作教室を実施 した。教材は海洋エネルギー利用技術のひと

つである振動水柱型波力発電を題材として申請者が開発したものを用いた。

工作教室を以下のプログラムにより実施 した。

①海のエネルギーと波力発電についての授業 (パ ワーポイントによる授業) 約 30分

②波カタービンの作成 (工作)約 1時間

③波カタービンを用いての実験 約 30分



機械工学振興事業実施報告書

講座名 作つて学ぼう七宝焼き

実施 日時 講座 :平成 29年 7月 30日 (水)10:00～ 12100

オープンキャンパス 1:平成 29年 7月 22日 、23日

オープンキャンパス 2:平成 29年 11月 11日 、12日 (予定)

講師名 藤本隆士

受 講 者 数 講座 22名、オープンキャンパス 1 87名

内容 七宝焼き (しつぽうやき)は、釉薬を鋼板に載せ、加熱 して融かし、

ガラスのような質感に仕上げる工芸品のことで、近隣には体験できる

施設は少ない。そこで、電子機械工学科が現有する電気炉を用いたモ

ノづくり体験として、七宝焼きづくりの講座を開催 した。今回の参加

者は 22名であつたが、申し込みも多く、お断りしなければならない

程に盛況だつた。

各人がフォーク、スプーンやアクセサリーなどの鋼板を選び、デザ

インを考えながら釉薬を載せ電気炉で加熱 して仕上げた。

講師の感想 電気炉で 800℃以上に加熱するため、小学生低学年の参加は

不安であったが保護者同伴とすることで、スムーズに進行で

きた。参力日者も楽しんだり、出来上がりに後悔したりと、本

公開講座の目的である、ものづくりの難しさと楽しさを体験

できた。また、付添の保護者も楽しんで作つており、大人か

ら子供までが楽しめる体験であることが分かつた。

電気炉の容量から一度に20名 を超えると、運営が極めて

難しくなることがわかった。

参加者の声 別途アンケー トより、89%を超える参加者が「充分満足で

きた」または「おおむね満足できた」と回答しており評判が

良いと判断できる。思つたよりも「ものづくり」は大変だと

改めてわかった。またやりたい。きれいに花びらがうつつた

ので嬉しかった。子供が高専を目指してもらえるきつかけに

したいと思う。見たことのない電気炉を使 うこと、注意点を

説明していただき専門的な経験を積むことが出来て弓削商船
ってどんなことをするんだろう?と の息子の疑問が少し解っ

たのではないかなと思います。などの感想が寄せられた。

参 考 URL http://www.yuge,ac.jp/archives/6815



実施行事の風景



2017年 度 「機械工学振興事業資金」報告書

1.行事名

アルコールランプで動くエンジンを作ろう

2.開催 日時

平成 29年 8月 19日 (土),13:00～ 16:00

3.会場

合川高等専門学校 高松キャンパス (香川県高松市勅使町 355)

4.実施責任者

所属 香川高等専門学校 機械工学科 講師

氏名 高橋 洋一

5.運営スタンフ

機械工学科教員 2名 ,技術職員 2名 ,機械工学科 5年生 5名

6.参加者数

体験中学生 40名 ,保護者 20名 ,見学者 20名 合計 80名

7.報告記事

平成 29年 8月 19日 (土)の香川高等専門学校高松キャンパスのオープンキャンパスにおい

て,中学生を対象とした体験講座 「アルコールランプで動くエンジンを作ろう」を実施した。当

日は,事前に申し込みのあった中学生 40名 に参加頂いた。また,オープンキャンパスに来校し

ていたその他の中学生や保護者,引率教員等の多くの方々に見学頂いた。

はじめに,本校の実習で製作している「1シ リンダディスプレーサ型スタージングエンジン」

について説明し, 自動車やバイクのエンジンに使用されている内燃機関との違ヤヽを解説した。そ

の後,4名ずつのグループに分かれて,約 30点からなる部品をグループで組立ててもらい,エ ン

ジンの運転および回転数の測定を行つた。写真は,各グループに分かれてエンジンを組み立てて

いる様子である。中学生からは熱心な質問が多数

あり,関心の高さが伺えた。将来を担 う技術者に

なる可能性がある中学生達がこの体験講座を通じ

て,機械工学分野の技術に興味や関心を持ってく

れたものと期待できる。

最後に,機械工学振興事業資金の助成のもと

で本講座が実施できたことに感謝致します .

また,ス タンフとしてご協力頂いた本校教職員

および学生諸君にも感謝の意を表します。



平成 29年 8月 21日

「 機 械  !_学 振 興 事 業 暴 金 」  事 業 報 告 書

呉工業高等専門学校 野村高広

1,テーマ名 :

2.開催年月 日

呉高専 ミニロボコン

平成 29年 7月 1日 (土)10:00～ 16100 (講習会 )

平成 29年 7月 30日 (土)10:00～ 16:00 (本大会 )

3.大会会場

4.大会運営

呉工業高等専門学校 機械工学科棟 3階 M3教室

呉工業高等専門学校 機械工学分野 野村高広,尾川 茂,山 田祐士

および 学生スタンフ 2名

5。 来場者数 :約 50名  (選手中学生 23名 ,引率教員・保護者・応援生徒 27名 )

6.概況報告

歩行 ロボットによリスピー ドを競 う呉高専ミニロボコンを 7月 30日 (日 )の学校見学会に併せて

開催 しました。エン トリー した中学生は 23名 (中学校 としては 7校).引 率教員・保護者・見学会

来校者を含めると大会会場では常時 30名 以上の賑わいとなりました。

1台ずつのタイム計測方式による激戦の中,優勝ロボットは 4足歩行タイプの模型ロボットを競技

用に大改造 したものでした。

今回は平面コースに加えてアップダウンのスロープセクションを設けたため,全員が完走すること

はできませんでしたが,アイデアにあふれる 23台 の歩行ロボントの登場に会場は大いに盛 り上がり

ました。

7。 大会の様子

大勢の方に観戦頂き,盛 り上が りました。 難所のスロープセクション

8,HP掲載等

以下の HPで紹介 しました。

平成 29年 7月 1日 (土)呉高専日誌 「公開講座 呉高専ミニロボコン講習会」

平成 29年 8月 17日 (木 )呉高専日誌 「第 2回 呉高専 ミニロボコン開催」



2017年度 機械工学振興事業資金助成行事報告書

平成 29年 11月 17日

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 水産大学校

海洋機械工学科 石田 雅照

2017年度本校において機械工学振興事業資金の助成を受けて開催 した行事内容について

報告いたします。

行事名 :水産大学校学園祭 (海燕祭)における研究室公開「海洋・水産に関わる機械工学」

開催 日 :平成 29年 10月 7(土),8日 (日 )

会場 : 水産大学校 海洋機械工学科 内燃・制御実験棟,舶用機械総合実験棟,流体工学

実験室 ,

参加者数 :のべ約 80人

行事実施内容詳細 :

3つの研究室がそれぞれテーマを企画し,以下のように実施 した

① 内燃機関研究室 (研究成果に関するパネル展示) 津田・山西・石田研究室

舶用ディーゼル機関から排出される大気汚染物質の低減を目指した研究成果につい

てパネルを使用して説明を行った。また、内燃機関の実物の部品、ディーゼル機関に使

用される各種燃料油の展示・説明を行い、ディーゼル機関の模型を使用した原理説明を

行った。さらに、子供向け体験として紙コップロケットによる簡易な内燃機関の原理の

説明と実演を行った。

② 蒸気研究室 (熱電対実験,蒸気研究室実験装置の見学) 西田 '大原 '一瀬研究室

蒸気原動機サイクル実験装置の説明、熱電対検定装置の紹介、さらに舶用機関シミュ

レーターの実体験を行った。

③ 流体で遊んでみよう! 渡遇研究室

洗濯のりや塩などを使つた自分だけのスライム作り、割れないシャボン玉作りなどの

体験を通して、液体の性質や不思議さについて学べる展示を行なつた。また、ダイラタ

ンシー流体の説明、および浮力を調整できる浮沈子を使用した簡易模型を用いて、潜水

艦の仕組みを説明した。
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2017夏休みサイエンススクエア

「おもしろメカニカルワール ド」

関東支部

辻 裕一

会員担当幹事

(東京電機大学)

関東支部では,国立科学博物館主催の 「2017夏休みサイエンススクエア」に 2017年 7月 25日 (火 )

～8月 4日 (金)の期間 「おもしろメカニカルワール ド」のコーナーを出展した。本企画は,8月 7日 の

「機械の日」に関連 した関東支部の企画として,小中学生を対象に身の回りの様々な現象が機械工学の

原理 と結びついていることを実感・体感 し,機械に射する興味や理解を深めてもらうことを目的として

いる。今年で本企画も 19回 目となり,機械工学振興事業資金の助成を受け,有意義な内容で実施するこ

とができ,成功裏に終わつた。本企画は, 日本機械学会の認知度の向上および理工系好きの少年少女育

成の一助になっているものと考える。

「おもしろメカニカルワール ド」では, 4大学の研究室と支部のシニア会が 2日 間ずつ,計 10日 間出

展した。出展内容から 〔工作〕型と 〔実験〕型の 2つに分類し,両者のバランスがとれるよう出展スケ

ジュールを配置した。

○ 〔工作 。実験〕 地球にやさしいクリーンエネルギーについて知ろう (早稲田大学 :勝田研究室)

○ 〔工作〕   自分で作れる ちょつと不思議なやじろべい (埼玉大学 :長嶺研究室)

○ 〔実験〕   ブランコは、なぜゆれるの (東京工業大学 :木村研究室)

○ 〔工作〕   歩行するロボントを作ってみよう (日 本機械学会関東支部 :シニア会)

○ 〔実験〕   あれ、水タンクで建物の揺れが止まるよ (東京大学 :金子研究室)

各研究室の出展では,各企画に基づき工夫が凝らされた模型や資料を使つて機械工学の原理を平易に

解 りやすく実感・体験することのできる工作や実験 。実演が行われた。また,定員に対して希望者が多

い工作型についてはWeb抽選の申込みによつて参力日者を受け付けた。出展 10日 間で 1,751名 の参加があ

り,昨年度と比較して約 250/0減 となった。科学博物館側のブース数削減などの方針転換のため,昨年度

のような2ブース並列出展が認められず,出展の延べ日数も大幅に減らされた。これらを勘案すれば,

実質的には盛況であつたといえる。Web抽選に漏れた方が当日受付を期待して来場されてもいた。以下

に,代表的な写真で「おもしろメカニカルワール ド」の様子を紹介する。

さて,科学博物館では「夏休みサイエンススクエア」に関して今後も見直しを進めるとのことである.

次年度は出展団体の公募制を開始する計画であることより,申 請件数の激増が予想され,それに伴い
,

本企画の延べ日数のさらなる削減,最悪の場合には不採択も危惧される。

最後に,ご協力頂きました 4つの大学の教職員および学生の方々,シニア会の方々,国立科学博物館

の職員の方々,関東支部の職員の方々に,こ こに深く感謝申し上げます。 関東支部では内容の充実を図

りながら今後も実施 していく予定です。 皆様のご協力を引き続きお願い申し上げます。



おもしろメカニカルワール ドの様子

■収入

■支出

(単位 :円 )

(単位 :円 )

科 目 決算額

機械工学振興事業資金 200,000

関東支都より 500,000

合 計 700,000

科 目 決算額

アルバイト料 156,000

交通費 18,202

教員・幹事 旅費交通費 31,557

運搬費 60,386

工作材料費 95,180

ポスター作成 6,480

職員交通費・振込手数料 20,973

合 計 388,778



茨城ブロック「第 10回、 11回 学生のためのなるほど技術者講演会」実施報告

関東支部 茨城ブロック

なるほど技術者講演会実施責任者 茨城大学 山崎 不日彦

茨城ブロックでは 201フ 年機械工学振興事業資金の助成を受けて、「学生のためのなるほど技術者講演会」

を実施 しました。本語演会は 2回 (夏 :第 10回、冬 :第 11回 )に分けて開催されました。

本請演会の目的は′大学 1年生や高専 4年生などの専門教育を学び始めた学生を対象とし,技術者として

の心構えや回ものづくり回の素晴らしさを認識させることと′自身の将来像をイメージさせて学習モチベーシ

ョンを向上させることです。主として機械工学関連分野の第一線で活躍する合計 5名の技術者の方々から′業

務内容の紹介と現在の技術開発状況や関連技術′技術者としての心構えなどについてご請演いただきました。

(1)第 10回講演会

1.行事名 第 10回学生のためのなるほど技術者請演会

2.開催日 平成 29年 フ月 21日 (金)14:20～ 1フ :20

3.会場 茨城大学 水戸キヤンパス 理学部 C棟 9番教室 (茨城県水戸市文京 2-1-1)

4.参加人数 84名

5.実施報告

請演のタイ トルおよび講師は以下の通り.

(1)14:25～ 15:15「産業機械の開発と機械工学」

日立建機株式会社 星 暁生 氏

(2)15:15～ 16:05「茨軌県工業技術センターの紹介とシミュレーションを活用した設計支援」

茨」成県工業技術センター 前島 崇宏 氏

(3)16:20～ 1フ :10「日本の産業競争力を支えるメカ ト回ニクス技術」

株式会社 日立製作所 松家 大介 氏

講演会に参加した学生からは′講演内容や業務内容に関する多 くの質問があり′また講演会終了後も学生自身

の将来に関する質問や意見交換が行われた .

(2)第 11回講演会

1.行事名   第 11回学生のためのなるほど技術者講演会

2.開催日   平成 29年 12月 22日 (金)14:20～ 16:00

3.会場    茨城大学 日立キャンパス エ学部 El棟 10番教室 (茨城県日立市中成沢 牛 12-1)

4.参加人数   82名



5,実施報告

機械系技術者として化学の分野や技術士としてご活躍されている 2名の講師をお招きし′最近の技術開発状

況や技術者としての心構えなどついてご講演いただいた.請演のタイ トルおよび請師は以下の通 り.

(1)14:25～ 15:10『 株式会社クレ八の紹介と化学会社における機械系の仕事 』

株式会社 クレ八  大森 直樹 氏

(2)15:10～ 15:55『 「前例がない」に挑戦する技術士のお話 』

株式会社 福祉用具サービスもんちゃん  佐藤 剛 氏

請演会に参加 した学生らから′請演内容や業務内容′請演者の経験に関する質問があつた。また請演会終了

後も講演者らによる質問や意見交換が行われた。アンケー ト結果から 9割の学生から「自身の将来の役立つ」

という評価を得ています。講師および本語演会開催にご協力いただいた方に感謝するとともに、今後も若い機

オ川載系技術者育成のため講演会事業を推進していきます。

図 1 請演会の様子 図 2 質疑応答の様子



「
メ カ ラ イ フ の 借 界 」 展 幸限告 書

1.テーマ名 : わくわくどきどき、メカニカル :2017

2.実施年月日 : 平成 29年 (2017年 )10月 21日 (上 )日 22日 (日 )

3.企画者 :

(1)大学・高専名 群馬大学 理工学部 機械知能システム理工学科

(2)研究室名 マテリアル分野第一研究室
エネルギーシステム分野第四研究室

流体理工学研究室
インテリジエン トシステム第一研究室
ロボッ ト研究会

(3)企画実施に参加 した学生名 古田樹男,外山司,田部陽大,木村将大,持田陽平,阿久澤旦 ,

磯部真史,木村安伸,山下尚人,宮内光志郎,猪股諒,菅生渉,上 田涼真 ,

立石昂大,名取優斗,増渕匠,宮内康気,森田直哉,ズルヒルミ ビン ヤシン,

千葉洸,登丸未歩,三ツ木康二,宮岡尚広,小篠諒太,関涼斗.高石考記 ,

川田直人,橋本真,濱田享壱,持田純,山崎颯大,小川雅人,木村敦史 ,

佐藤航平,中坂拓哉,中里―優,永慶怜平,三上大弥,矢島颯大,半田圭佑 ,

塚本拓野,海野陽平,木村洋介,福岡なるみ,池田直樹 ,

Wan junaidee bin wan hamat,篠 崎大祐

4.来場者総数 : のべ 3,730名 (21日 のべ 3,256名 ,22日 のべ 474名 )

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文となります):
群馬大学理工学部の学園祭「群桐祭」の企画「テクノ ドリームツアー 2017」 に

群馬大学理工学部機械知能システム理工学科の学生が中心となつて、「メカライフの

世界」展～わ くわ くどきどき、メカニカル :2017～ と題 して、 5つのブースを設

けた。具体的な出展内容は、 (1)ロ ボ ッ ト展示 日操縦体験 (ロ ボ ッ ト研究会)、

(2)UVレ ンジでアクセサ リーを作ろう !(マ テ リアル第 1研 )、 (3)無回転シュー

トを撃 とう !!(エ ネルギー第 4研 )、 (4)ペ ッ トボ トル ロケ ッ トを飛ばそ う !

(流体理工学研究室 )、 (5)ロ ボッ トと遊ぼ う !!(イ ンテ リ第 1研 )で ある。当

日は、学園祭や他のテクノ ドリームツアーの出展団体 ともに、こども達の興味をひ く

内容であつたことから、多くの方々が来場された。今回の出展内容は、こども達だけ
でなく保護者の方も十分に楽 しめるものであり、日頃気にとめることの少ない科学技

術、特に機械工学について、体験的に知ってもらう良い機会になったと考えている。

6.企画報告ホームページURL:http://―.mst,st.gunma― u.ac.jp′wakudoki2017/(予 定)

フ.鮮明な写真を 1枚貼付してください。

次のページに貼付します。

8.収支決算報告 :こ の報告書に添付 してください。



＼

ロボットの組立.真剣そのものです 無回転のボールの飛び方は ?

クレーングーム.上手につかめるかな? お気 に入 りのアクセサ リーはできたかな ?

難 r il

水 しぶきとともに大空へ
!



日本機械学会関東支部東京ブロック

イベント報告書

東京ブロック長 中島 求

東京ブロック企画として,「小中学生のための夏休みメカ教室」を日本科学未来館にて行いましたの
で、ここに報告いたします。

イベント名 :「機械の日日機械週間」記念行事 小中学生のための夏休みメカ教室

「ロボットを作つて動く仕組みを考えよう !」

運営委員 :角 田会計幹事、長澤運営委員、中島ブロック長、西副ブロック長 (50音順 )

開催日:2017年 8月 3日 (木 )、 4日 (金)13.00～ 17.00(各 日同内容で実施 )

会 場 :日 本科学未来館 木星ルーム (東京都江東区青海 2-41)

参加者 :8月 3日 120名 以上 (小 中学生 40、 スタッフ 21、 父兄および見学者 60程度)

8月 4日 120名 以上 (′卜中学生 40、 スタッフ 23、 父兄および見学者 60程度 )

内 容 :

開会の挨拶 (西 副ブロック長 (3日 )、 中島ブロック長 (4日 ))の 後、メカ先生 (福 田氏、東京工業大学

大学院生)によるメカ授業が行われた。メカに関連した一般的な説明および今回製作する工作キット(タ

ミヤ製 :リモコンカブトムシエ作セット)の特徴などについて請義いただいた。

その後、6つのテーブルに分かれて、メカキットの製作実習を行つた。テーブル毎に基本 6～ 7名 の小

中学生に対して、キット製作を補助するチューター役の学生を合計 15～ 16名 (1テーブルに約 2～ 3名 )

配置した。また、運営委員は、教室の進行管理と同時に、製作の遅れがちな参加者の補助や見学者

(引率含む)に対応 (過去に製作したメカキットで遊ばせるなど)した。

参加者はメカの製作を完了した後に、動作を確認したり、用意した改造用パーツをパーツセンターで

貰つて改造に取り組んだり、シール等を用いてそれぞれのメカをデコレートした。全ての参加者がメカの

製作を完了するのにおよそ 2時間要した。

続いて.製作したキットを用いて、競技会(約 30分 )を行つた。競技はフィールド内に設置された箱2個

をフィールド外にまで移動させるタイムアタックとし、タイムの少なさを競う個人戦とした。

競技会後に表彰式を行い、各日の 1～3位およびデザイン賞(設計が優れていたものを選出)には賞

状と賞品を贈呈した。

最後に栗山関東支部長(3日 )、 角田会計幹事(4日 )らによる挨拶を行い、集合写真を撮つて閉会し

た。

感想・コメント

参加者 (小中学生)は機械の動作原理などを楽しく学ぷことができ、有意義なイベントであつた。今回

の工作キッHよリモコンカブトムシということで、頭部の改造による性能向上が見込まれたため、事前に

改造用のパーツ(自 分で形状変更が出来るもの)を準備し、改造パーツがあること日改造によリメカの性

能を上げることが可能であることを製作実習の際にアナウンスしたところ、ほぼ全員が改造に取り組ん

でいた。自ら工夫する楽しさと成功/失敗を経験することは、参加者にとって良い経験になつたと思う。

く1/4>



[来年に向けた改善のための意見]

日行事日程を半日(実質3時間)としているため、その時間内で組み立てができるロボットの選定、また競

技方法の段取りなど。

日事前の準備に時間を要するので、アルバイトの確保も含め、早目に取り組みを始めることが重要であ

る。

日会場費などの理由に依り、未来館以外で開催する場合は、参加者の確保が深刻な問題となり得る。

<2/4>



1,開催 日時 :

2.場  所 :

3,出 席 者 :

4.議  題 :

(1)本部イノドィンョンセンタィ 人材活躍・中小企業支援事業委員会 報告 (笹谷委員)

本部の人材育成。中小企業支援事業委員会の位置づけと、各支都シニア会の活動状況につ

いて報告があつた。東海支部シニア会は関西支都シニア会に次いで二番目に創立されたこと、

現在は全文部にシニア会が設立されていることが説明された。各支部のシニア会の活動内容

はほぼ似通つたものであるが、関西支部は予算規模が120万 円と群を抜いて大きく活動内容も

活発であるとの説明があつた。関西支部では支部内の中小企業への技術支援が盛んであり、

この予算は企業からの収入も入つていると考えられる。東海支部でも企業支援について過去数

回トライしたがうまくいかなかつた旨の議論もあつた。これらの議論を踏まえながら、今後の活動

の方向などについて活発な討議がなされた。

(2)2017年度活動内容と担当者確認

支部のシエア会担当幹事である鈴村氏から、今年度シニア会が関わる支部行事の説明があ

り、例年同様 8月 に「機械の日ハイテクイベント」、10月 に「機械工学基礎講座」が実施されると

のことであつた。「機械の日ハイテクイベント」では風車に関する講演と、風車を備えた「風に向

かって走る不思議なウインドカー」の工作を行うことが企画されており、シエア会から8名の工作

指導員の要請があつた。「機械工学基礎講座」も例年同様の企画で実施予定であるが、会場が

未定とのことであった。この講座に関してはシエア会から講師 3名 の派遣要請があつた。いずれ

も推薦者を決定し了承された。 (下記の写真は交流会の様子を撮影したものである)

このあと、2階のレストランで夕食会が行われた。

日本機械学会東海支部シエア会 交流会 実施報告書

2017年 6月 24日 (土)15:00～ 17:00(17:30～ 夕食会)

刈谷市総合文化センター 5階 501講座室 (夕食会:2階レストラン)

斎藤 昭則 (会長)、 日中 皓― (扇1会長)、 湯サ|1晃宏 (庶務幹事)

雀谷 英顕 (本部委員兼運営委員)、 麻田 祐一、打田 司、大下 宰一郎

大矢 泰正、高木 和彦、田中 敏雄、谷 泰臣、中原 崇文、服部 彰二

播田 光行、藤本 正男、松原 守 (以上、運営委員)、 鈴村 義― (支部幹事)

有浦 義夫、木村 幸雄、鈴非謝囲気 祖父江 直、高野 孝義、中田 斉正

一

、渡利 賞(50音順、敬称略、二重線は当日欠席者)予定25名

当日23名
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企画担当幹事

2017年度「小・中学生のためのものづくり体験教室」実施報告書

1.開催日時・場所と参加人員

1)日時 :8月 2日 (水)13時 OO分～ 17時 OO分
「機械の日・ 機械週間」企画 i本音B主催の「機械の日・機械週間」記念行事と連携

2)実施内容

12:30～ 1 3iOO 受イ寸

司会進行  成田 浩ス 幹事

1 3iOO～ 13i05 開会の挨拶 酒井 康彦 支部長

13i05～ 13:35講 演

演謹 :「風車が回るしくみ」

講師 :三重大学 大学院工学研究科 教授

前田 太佳夫 氏

13:35～ 1 5iOO 工作 風に向かって走る不思議なウインドカー
!

司会進行  平松 裕康 幹事

指導 メ」谷少年少女発明クラブ、シエア会、豊田自動織機

1 5iOO～ 1 7iOO 産業技術記念館見学  *自 由見学、自然解散

3)場所 :ト ヨタ産業技術記念館 ホールA
4)参加人数 :

・ 48名 (募集60名 )」 学ヽ生39名、中学生9名  小学生比率は81%
(昨年度 :参加人数37名 :小学生27名、中学生6名、小学生比率82%)(学年不明 4名 )

,事前申込者46名であつたが、3名取消し、1侶当日欠席、会場での申込者が6筈あつた。

会場での申込者は兄弟同伴であつたため、小2の参加も容認。

内訳

」ヽ学生 (1年 iO名、2年 i3筈 、3年 :O名 、4年 ,20名、5年 :4名、6年 :12筈 )

中学生 (1年 :8名、3年 :1名 )

2.まとめ

1)講演

・風車はなぜ回るのか?風車で発電できるしくみは?

ウインドカーはなぜ風に向かって走るのか?

をパワーポイントのスライドや動画を用いて簡単な理論含め分り易く講演していただいた。

大人はもちろん、子供にもほぼ理解を得られる適切な内容であった。

2)工作

・工作指導員は、シエア会8名、刈谷少年少女発明クラブ2名、豊田自動織機 1名に

協力いただいた。指導員一人当りの担当は子供3～ 5名となり、指導には余裕をもって

進めることできた。

子供たちは、工具を使つて、切る 。貼る 。組立る 。色塗りする等、工夫をしながら工作を

完成させ、ウインドカーレースでは自分なりに練習して早く走らせることを体験できた。

久
康
幸

浩
裕
信

田
松
藤

成
平
伊

機織
学
動

大
自

城

田

名
豊



3)イベント実施後の工作指導員、幹事のコメント

・講演は、講師が子供たちにも理解を得られるように分り易く工夫した内容であり、

スライドには動画も織り交ぜた適切な内容であった。

・工作は、子供たちが主体的に取組み、自主的にウインドカーを早く走らせる練習をして

レースで競い合う喜びを体験できる内容であった。

4)参加者、保護者アンケート結果  (別紙資料 1を参照)

3.決第書

支出合計 :311,202円 (予算額は50万円)

詳細意瓢紙奎琴淋クと参照

(参考 :前年度270,038円 )

庭宿の麟子】

成田 浩ス 幹事の司会でスタート 酒井 康彦 支部長 開会の挨拶

… 宦 、す■ す
・ ド

三重大学孝女授 前田 太佳夫 氏 請演 レースの説明をする平松 俗康 幹事

ウインドカーエ作キットと工具セット ウインドカーレースのトロフィー



シエア会、メ」谷少年少女発明クラブ、豊田自動織機のL白し
さんによる工作指導風景

手二 _デ /

夢中でウインドカーの製作する子供たち 自主的なウインドカーレースの練習風景

―

ウインドカーレースの予選風景 自熱したウインドカーレースの決勝風景

■」

優秀者に トロフィーを授与

(向かって右から金賞、銀賞、銅賞)

)
´

ー

甘
1

曝

子供のインタビュー風景



第 6回機械工学基礎講座「機械設計」 実施報告書

実施日 :2017年 10月 24日 (火)9:30～ 18:30(第 1日 )

10月 25日 (水 )9:30～ 18:30(第 2日 )

会 場 :刈谷市総合文化センター (中央生涯学習センター)会議室

〒448-0858愛知県刈谷市若松町2-104

1.ア ンケー トのまとめ

参加者は 20名で,内 18名が 2日 間の参加であった。本年度は企業からの参加が 100%(昨
年は 93%),所属部署については設計、機械系が 78%であった。が加者の 72%が 20代で,受
講 目的は「現在の実務に利用」が 83%であった。受講に至った情報源は「職場」が 89%であっ

た。開催時期について 「良い 。妥当」との回答者が 74%,会場について 「とても良い、妥当」

と回答 したのは 74%となり昨年度より8%減少 した。

受講前の講座内容の印象については, どの講座も「受講 したい」が約 7割以上 (昨年 6割以

上)であった。理解度については,「60%以上」の割合が,材料力学では 45%(咋年 79%),
機械材料学 72%(昨年 72%),製図規格 73%(昨年 82%),機械要素 44%(昨年 61%),製図

実習では 44%(昨年 71%)であった。今後の習得意欲については,「非常に大・大」が,材料

力学 83%,機械材料学 78%,・ 製図規格 72%,製図実習・機械要素では 55%(咋年は全科目平均

約 4割以上)あ った.テキス トについては,「非常によい。参考になる」が 78%であった。

受講料については,「適切」が 39%に 対 して「高い」が 33%であった。実施頻度については ,

「毎年実施」カミ50%,「年に数回」が 28%であった。今後開催 してほしいテーマについては ,

「機械設計で今回の各講座をもつと深く広く学びたい」が 68%(昨年 44%)で最も高く,次いで
「熱工学」5%,「制御」7%,「流体工学」7%,「計測」5%であった。

2.ア ンケー ト結果 (集計 )

Ql-6。 参加者について

Ql.あなたの所属機関

②機構系部署

0%0%

Q2.あなたの所属部署

0%

■①企業

■②公的機関

■③大学

四④学生

日①企画

日②営業

B③計測

日④制御

日その他

日未回答

Q3.あなたの年齢

口①設計部召

■②機構系部署

B③①、②以外の部署

■未回答

日① 20代

■② 30代

口③ 40代

日④ 50代

日⑤その他



Q.4あなたの専門領輔 (出身学部等)

■①工学系学部機械系

B①工学系学部電気系

□①工学系学部情報工学系

日①工学系学部材料工学系

■①工学系学部生物工学系

■①工学系学部物理工学系

■②理学系学部

■③その他

①現在の奥務に利用 ②将来に備えるa― 阻日虫

0%0%0%

■①現在の実務に利用

■②将来に備える

■③自己菌発

■④その他

■未回密

■①学会路

■OWEB

■③醐

■④知人

■③ダイレクト

ロも
=あ

他

■①企回

■②営出

い③計測

■④制御

■⑤設計

■その他

・ 未回答

■①l年収内

田② l～ 3年

B③それ以上

05受 置するにいたつた情観順 Q.機構学会会員ですか ? Q.昨年も鬱加きれましたか ?

0%

E Yes会

員

■YeS特

房げ員

Q.7開催会場

■未回督

田①とても良い

■②妥当

■③あまりよくない

日未回答

Q7.開催時期・会場について

Q7.開催時期

5%

■①とても良い

■②妥当

B③あまりよくない

日未回密



Q8.受講前の印象について

・ oB材料力学

・oB糧協里素・設計演習

・ 08犠縮材料学

■①受腑したい

■②受購したくな

い

日③どちらでもな

い

日未回答

■①受購したい

■②受鯖したくな

い

日③どちらでもな

い

日未回替

■①9o%以上

■②80%

■◎60。/。

■①400/。

■⑤200/。以下

■未回答

■①9o%奴上

■②80%

■③60%

■④400/。

■⑤20%以下

■未回答

■①非常に大

■②大

B③中

い③小

口⑤ない

田未回答

・ 08襲 四規格

0% 0%

olo盟国規格′理解度

olo.材料力学′今後の習得憲欲

B①受購したい

■②受腑したくな

い

B③ どちらでもな

い

B未回答

■①90°/。以上

■②80%

■◎60%

E o40%

■⑤200/。以下

■未回替

■①非常に大

■②大

■③中

■④小

■⑤ない

ぃ未回答

■①非常に大

■②大

は③中

口③小

■⑤ない

日未回督

0% 0%

■①受講したい

■②受開したくな

い

"③
どちらでもな

い

日未回答

■①受講したい

■②受講したくな

い

B③ どちらでもな

い

■未回答

・ oa騒国真習

0% 0%

Q。 10受講後の理解度について

Qlo材料力撃′理解度

B ①90%以上

■②80%

■③600/。

■④40。/。

■⑤20%以下

日未回答

olo,構 協要緊・設計演雷′理解度

■①,0%以上

■②800/。

■③600/。

■④10%

■⑤20%以下

日未回答

olo構粧材料学′今後の目個は欲

■①非常に大

■②六

●③中

■④小

■⑤ない

日未回答

olo.盟 田真習′今後の習得意欲

■①非常に大

■②大

田◎中

■④小

■⑤ない

■未回答

olo.機 構 オ料学/理解度

Q生0田国真習′理解度

olo.機 械甍緊・證肘演雷′今後の雷得憲欲



Q.12テキストについて

Q主2テキスト

■①非常に良い

■②鶴 になる

ぃ③少し鍔 になる

□④鋳 にならない

い未回答

Q.13,14授 業料と頻度について

Q13.授業料

Q.15今後の希望するテーマ

よかったテキス ト

※檀数回答あり

11%

■①機憾材料学

B②材料力学

関③機械要素

B④製図規格

■未回答

Q14.機械工学基礎講座の実施頻度希望

11%

わるいテキスト

■①機構材料学

コ②材料力宇

い③機臓要素

■④霞田規格

■未回答

日①年に数回

日②毎年実施

田③数年に 1回実施

■④必要ない

日未回答

日①)Fttに高い

日②高い

H③週切

■④やや安い

日⑤安い

日未回答

Q15今後開催を希望する機構工学工礎謂塵のテーマ

イ裡数回答可〕
⑥檎橘設計で今回の各腑腹を

もつと深 く広く学びたい

■①計用

■②制御

暉③流体工学

B④熱工学

■⑤機構設計で他テーマ

■⑤構楯設H十で今回の各語塵を

もつと深く広く学びたい
醸②モの他

日未回答

■①材料力学

■②檎構材料学

E◎霞図規格

巨①機構要素

口⑤猥口真習

日未回答



3.アンケート結果 (自 由記述 )

09。 受講前に期待していたことがあれば、具体的にお書きください。
・材料力学⇒ね じりの基本知識、梁の設計、材料の基本、基礎的なこと (引 っ張 り、せん断、

応力)

・機械材料学⇒樹脂について詳しく知 りたかった、材料に関する基礎知識

・製図規格⇒図面記号の意味を知りたかった

・機械要素/設計演習⇒軸受け、継ぎ手の種類や選定、設計法の基礎知識

。製図実習⇒手を動かし図を描くこと

・全体を通して⇒基礎の習得、実践での活用

oll.受講後、本講座のどういつた点を改善するとよいとお考えですか。
・材料力学⇒広範囲だつたが解りやすく、興味が持てた、物の写真がもつとあると良かった、知っ

ている前提での講義は理解が困難、式が多くて解りづらかった、より詳細に解析して欲しい、もう少し内

容を絞り時間を取つて欲しい、

・機械材料学⇒公式から説明されても理解が困難、適用例などがあると良かった、公式の説明で

はなく、実務でどう使うかを学びたい、証明等の説明は実際に解いて欲しい、

・製図規格⇒実例と共に説明があると良かった、内容が多すぎる(急ぎ過ぎ)

・機械要素/設計演習⇒要点が解りづらかった、概要過ぎて解りづらい、要点をもう少しまとめて欲
しい

・製図実習⇒もう少し時間が必要、CAD実習もあると嬉しい、

o15.その他、ご意見、ご希望
。現場で長年経験された方のお話は今後の設計活動で参考になった。
・内容が多いのは良いが、時間とのバランスが取れていないので、どの講義も急ぎ過ぎで良く解ら

ない (内容か、時間の見直しを希望します )

。全体的に良かつた (たまに速く難しかった)

・機械系を卒業していない人には推奨したい
。テキストが解りやすい
。スクリーンを大きくして欲しい
。マイクを使って欲しい
。製図を始めてやってみて、難しく感じたが体験できて良かった
。品質工学についても講座があると嬉しい
。時間に制約があり難しいとは思いますが、設計を実際に経験さ

れて来た方ならではの経験談などをより多く伺いたかつた

以 上



平成30年 1月 11日

機械工学振興事業資金助成事業 報告書

日本機械学会九州支部

事業名 :お もしろメカニカルワール ド

事業内容 :小学生とそのご家族,および中学生を対象とした,も のづくり体験イベン トを実施した。機械学会九

州支部内の4カ所において計6回開催 し,会場ごとに模型飛行機づくりの体験 。飛行競技大会,モデルロケット

製作 。打ち上げおよびラジヨン操作体験,ロ ボット製作・競技大会をそれぞれ実施 した。各会場では,開催大学 。

高専所属の学会員に加え,日 本機械学会九州支部シニア会および三菱重工業株式会社長崎造船所からの協力を得

て各企画を実施 した。

実施責任者 :日 本機械学会九州支部 庶務幹事 工藤奨(九州大学)

開催 日時・場所・参力日人数など :

1.長崎地区
「子供 と親のものづくり教室～飛行機を作ってみんなで飛ばそう !」

開 催 日 :[第 1回]平成 29年 8月 5日 (土 )

[第 2回]平成 29年 8月 19日 (上 )

場  所 :長崎大学

参加人数 :[第 1回]114名 (児童 56名十保護者 55名 十見学 3名 )

[第 2回]110名 (児童 53名 +保護者 52+見学 5名 )

2.宮崎地区
「おもしろメカニカルワール ド～ロボコン教室～」

開 催 日 :[第 1回]平成 29年 8月 19日 (土 )

[第 2回]平成 29年 8月 20日 (日 )

場  所 :都城工業高等専門学校

参加人数 :30名

一

3.北九州地区
「おもしろメカニカルワール ド～子供と親のものづくり教室

～飛行機を作つてみんなで飛ばそう !」

開 催 日 :平成 29年 8月 20日 (日 )

場  所 :北九州工業高等専門学校

4.熊本地区
「親子で楽しむロケットとラジコン」

開 催 口 :[第 1回]平成 29年 10月 28日 (土 )

[第 2回]平成 29年 12月 3日 (日 )

場  所 :熊本大学工学部,自川黒髪緑地公園

参加人数 :[第 1回]110名
[第 2回]16名

収支決算 :

収入 :1,528,814円

機械工学振興事業資金 180,000円

三菱日立パワーシス>ムズ(株)協賛金 500,000円

事業費 840,983円

支部活性化費 7,881円

支出 :1,528,814円
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第 23回流れのふ しぎ展 開催報告 田辺基子 (神奈川工科大学 )

平成 29年 8月 17日 (本),18日 (金), 日本科学未来館

にて日本機械学会流体工学部門主催,神奈川工科大学共催 ,

「第 23園流れのふ しぎ展」を開催 しました.2日 間で約

2,500人 もの方々の来場があり,今年も大盛会となりました。

「流れのふ しぎから未来がみえてくる」をテーマとして ,

(1)体験型展示,(2)楽 しい流れの実験教室,(3)科
孝講演,(4)教 員と科学ボランティアのための研修会 を実

施 しました。子どもから大人まで,身の回りの流れに関する

ふ しぎな現象を間近に見て, さわつて,遊ボ中で,「え

つ !?」 と驚くような発見を通 して,科学や流体力学の世界に

興味を持つてもらおうというものです。ボランティアス廃ンフ

が毎年デザインする流れのふ しぎ展公式キャラクター 「プロウ

(Flow)君」が今年も活躍 し,ス タンフTシヤンのほか,ス マ

ホのカメラ画面にフロウ君が現れて,記念撮影できるAR技術

(Augmented Reality,拡 張現実)で,来場者を迎えました。

AR技術では他にも,ス マー トフォンやタブレットのアプリで

スタンフ Tシヤツや説明パネルをスキャンすると,詳細な説明を読むことがでるサービスを準備 し,子

どもの付き添いのお父さんが待ち時間に熱心に読む姿も見られました.幼児から中・高生まで子どもの

年齢が幅広いため,同 じ現象でも説明内容や使える用語が変わります。また海外からの観光客や,イ ン

ターナショナルスクールの課外活動の子どもたちも来場 し,ス タンフは年齢に応 じた説明や英語での案

内やサポー トに努めました.留学生スタッフも大活躍 しました。

(1)体験型展示 (参功口自由)

二つの部屋で,11種類の空気や水の流れを利用したおもち

ゃや遊びの展示ブースを設置 し,ス タンプラジー形式で実施 し

ました。多くの小中学生などでブースは賑わい,あ ちこちで順

番待ちの列が伸びました,ス タンプを 5個集めればスタッフ手

作 りの「浮沈子工作キット」をもらえるのですが,5個 といわ

ず ヨンプジー トしてしまう子どもたちが続出しました。中でも

一番人気のブースは「空カオ リンピック」で,「ただいま○○

分待ちです」という表示を出すほどでした。手を使わず ドライ

ヤー1つで,風の力を使って,発泡スチロールの球を筒から飛

び出させたり,柵のないくねくね道を落とさず走らせたりする

しくみに次々に挑みゴールを目指すタイムアタックで,いわぼ

流体力学の総合競技です.上位の記録はプロジェクターで穏央し

出され,見守る親御 さんたちも興奮で手に汗握るコーナーにな

りました,ス タンフが驚くような高記録く)出 て,来年が楽 しみ

です.そのほか,エアポンプを利用 してイルカが口で作るよう

な リングを水中で作る「空気の輪」,ボールの回転を利用 して

オ ー
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執道を曲げ直接ゴールをねらう「コーナーキック」,終端速度

と同じ速さで下から気流を吹かし,ス ポイ トから落とした水滴

が空中に静止 して水滴の形状が観察できる「雨満」,カ ップを

回転させて飛ばすとフワンと手前に戻つてくる「マグナスカッ

プど, ゴムで引っ張つて真つすぐにボールを飛ばすとボールの

後ろの不規則な渦でボールに変化が起こる「無回転シュー

ト」,水を満たしたたらいをグルグル回転 させ,急に止める

と,進行方向と垂直に渦が生まれ,た らいの内壁に広がってい

た茶葉が回転 しながらだんだん中心部分に集まってしまう「曲

がる川の流れ」など,直接触つて感 じて楽 しめる実験体験型ブ

ースが多数揃いました,各ブースでは,ス 芽ッフによる遊び方

の説明や現象の解説が行われました.高校生以上の来場者や親

御 さんの中には原理をより詳 しく知 りたい方も多く,大学や高

校で教鞭をとるスタッフが紺応 しました。 2日 間とも,終了時

間ギノギジまで一つでも多く遊びたい子どもたち,思わず夢中

になり,楽 しいおもちゃで癒される大人の方々の姿がみられま

した

(2)楽しい流れの実験教室 (小中学生対象,当 日先着受付順 )

中し込み制の実験教室では,竹串に通 した 2つの発泡スチロ

ール製の球体を,手を使わずにス トローで吹いて串から外す

「雪だるま」づくりを行いました,身の回 りの材料で,流体力

学の現象を体験できるオリジナルおもちゃです。製作したおも

ちゃは,家庭や学校でも実験できるようにプレゼン トします .

ハサミやとがつた串を使いますが,毅職課程で学らミ学生スタッ

フが 「パネルシアターどを使つて作 り方を解説 し,T寧にサポ

ー トして,時には親御さんの】ナづけも得て,参加 した子ど )ヽた ち

全員が作品を完成することができました.ス トローでどの場所を吹くと球は浮き上がるのか ? 会場

で成功 しなかった子どもも,ス タンフの実演や材料キッ トの説明書をもとに,家庭でチャレンジする

ことができます.こ のおもちゃは,飛行機の翼が空気の流れを受けて浮き上がる原理 と関係 してい

て,いつか揚力の概念を科学的に理解する土台の経験にもなる,ま さに未来への種をまく企画でし

た,実験教室は全 7回で84名 の参力B者があり大盛況となりました.参考動画として, 日本機械学会

ホームページで公開されている「楽 しい流れの実験教室

t 剛 smefed. lndex. 」が紹介されています



(3)科学講演 (聴講自由)

科学講演では,「スパコン京の シミュレーション 」 働日藤

千幸先生,東京大学),「ナノつて何なの? 目に見えない小さ

な世界」 (神谷克政先生,神奈川工科大学)と 題 して, 2つ の

人気テーマの講演が行われ,大入だけでなく小中学生を含む廷正

べ約 140名 の聴講者が集まりました。加藤先生の講演では,ス
パコンのれモ念のわかりやすい角卒説から始まり,水などの流体の

乱流を,同 じ条件であれば実際にまったく同じことが起こる超

高精度の 3Dシ ミュレーション映像で再現するスーパーコンピ

ュータの解析能力と仕組みを大画面で見せてくオしました。本物

のような美 しい CG映像ではなく,本物と同じ現象を作 り出すこ

とのできるスパコンの計算能力に,会場から驚きの声が上がり

ました.神谷先生の講演では,ナ ノの世界の小ささを水 という

素材で学びました。例えば水分子の直径=100億分の ユメー ト

ル (0.1ナ ノメー トル)と い う,なかなか実感できない極めて

小さな単位を,自 作模型を使って解説 していただきました,フ

ロアと気さくに紺話 しながらの講演では,ナノの世界での水分

子の様子を,可愛らしいフォルムのキャラクターを使って説明してくださり,参加者は,ナノという

極めて小さな世界について興味が尽きない様子でした。

(4)教員と科学ボランティアのための研修会 (事前申込み)

研修会では,小・中 `高校教員,科学ボランティア,教職課程学

生等を対象 とした流れに関わる原理やそれを魅力的な実験で学ぶ

事例などを,石綿良三教授 (神奈川工科大学)を講師として実践的

に学びました.研修では様々な実験教材が配布され,簡単な実験装

置も示 しながら,身の回りの流れに関わる現象の秘密を,わかりや

すく解説 していただきました.参加者は,科学館関係者,高校教員 ,

TV番組制作者を含めて 10名 ほど.日 ごろは学校や科学教室等で

科学の指導をしている参加者も,こ の教材なら面白く学べる !と ,

夏体み明けに向けて目を輝かせていらっしゃいました。教材作成のための材料の入手方法や下準備の要点

などについて,石綿教授からノウハウも提供され,時間が来ても誰 も会場を去ろうとせず,質問が途絶えな

いほどの盛 り上がりを見せました。その中で,原理を正 しく説明することの重要性を再認識 しました .

<最後に>

ー

開催に際 して, 日本機械学会流体工学部 F月 特定事業資金, 日

本機′れ父学会機械工学振興事業資金,神奈川工科大学からそれぞ

れ助戒金を頂 くとともに,東京都教育委員会をはじめ多くの機

関・団体から後援・協賛を頂きました。また,開催までの実行

委員会による準備 と会期中の運営に当たつては,イ ベン ト当日

がお盆休み明けで,人が集まりにくい時期であるにも関わら
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ず,大学・高専・高校教員 (神奈サ!1工科大学,群馬大学,東北大学、東洋大学,東京都市大学、香)||

高専)13名 、高校教員の 3名 ,学生 (神奈川工科大学,東洋大学,京都大学)32名 ,高校生 4名 、

卒業生 (神奈川工科大学)5名 ,一般ボランティア 4名 ,総員 58名 の献身的な協力に支えられまし

た。多大なる毎力成とご協力に深く感訪子の意を表 します .



2017年度「機械工学振興事業資金」報告書

平成 29年 8月 17日

動カエネルギーシステム部門 部門企画委員会

委員長 濱本芳徳 (九州大学)

行 事 名

開 催 日

会  場

参加人数

参 加 費

対  象

主  催

親子見学会「スパコンが生み出す 3D映像体験とモノづくり技術を学ばう」

平成 29年 8月 8日 (火)9:50～ 17:00

理化学研究所 計算科学研究機構

神戸大学 計算科学教育センター

川崎重工業 カワサキール ド、西神戸工場ロボットショールーム

44名 (子供 25名 、大人 17名、引率 2名 )

無料

JSMEジ ュニア会友 (小学生～中学生)と 保護者

一般社団法人 日本機械学会動カエネルギーシステム部門

実施報告 :

2017年 8月 8日 (火 )、 ジュニア会友を対象として、「スパコンが生み出す 3D映像体験とモノ

づくり技術を学ばう」をテーマに夏休み親子見学会を開催 しました。本企画は、将来を担うジュ

ニア会友に、機械や工学、エネルギーに興味を持っていただくことを目的として毎年開催 してお

り、14回 日となる本年は、初めて関西地区での実施となりました。当日は、台風―過の晴天の下、

ジュニア会友の小・中学生 25名 と保護者の方々、合計 44名 にご参加いただきました。

最初に訪問した理化学研究所 計算科学研究機構では、世界 トップレベルの計算機能力を誇るス

ーパーコンピュータ「京」を見学 しました。スタッフの方からのわかりやすい説明のあと、実際

に稼働中の「京」をガラス越 しに見ることができました。子供たちからは多くの率直な疑間が飛

び交い、「京」の仕組みや役割について真剣に説明を聞いていました。続いて、隣接する神戸大学

計算科学教育センターに移動 し、二次元可視化装置π―CAVEを体験 しました。VR技術によリス

ーパーコンピュータで得られたデータの可視化を可能とするπ―CAVEでは、衛星搭載イオンエン

ジンから噴出されるプラズマ粒子や新燃岳の噴火のシミュレーションデータを、二次元映像とし

て夢中になって体感することができました。

午後は、貸切バスでカワサキワール ドに向かい、,II崎重エグループの代表的な製品の数々を、

自由に触れて体験 していただきました。新幹線の実物大模型や二輪車などの展示には実際に乗 り

込むことができ、楽 しく遊びながら、モノづくりの大切さを実感できたものと思います。その後、

川崎重工業 西神戸工場を訪問し、生産現場が再現されたロボットショールームを見学 しました。

車体の溶接や塗装などの自動車製造ラインや、ビジョンセンサを使った食品選別・箱詰め工程、

双腕スカラロボットduAroな ど、各種産業用ロボットが動作する様子を間近に見ることができま

した。高速かつ高精度に動 くロボットアームの迫力は圧巻で、子供たちは動作の一つ一つを熱心

に観察 している様子でした。普段は見る機会のない産業用ロボットを身近に感 じていただけたこ

とと思います。



参加 していただいた子供たちには、見学会を題材にした自由研究作品の応募をお願いしていま

す。優秀な作品については、日本機械学会ホームページ等で紹介する予定ですので、是非ご覧く

ださい。

最後に今回の見学会で大変お世話になりました理化学研究所、神戸大学、川崎重工業の方々、

および機械工学振興事業資金へご寄付 してくださった会員の方々に感謝申し上げます。また、猛

暑の中、熱心に見学いただいた参加者の皆様に感謝申し上げます。

川崎重工業 西神戸工場 ロボットショールーム



コンピュータ支援ものづくり体験 実施報告書

九州工業大学

鈴木恵友、カチコーンルンルアン パナー ト

1.内容

開催 日時 :2017年 7月 15日 (土 )、 16日 (日 )

参加人数 :合計 67名

実施場所 :九州工業大学情報工学部機械情報工学科

2.概要

本年度は透明樹脂とそれを固定する多数の円筒リング部品をレーザカンタ~により、記念望

遠鏡の作製を行なった。さらイこイベントでは、半導体製造技術や工作機械、CAD/CAMに 関

する説明を行なったあと、部品図(CADデータ)を紹介し、レーザカンタ~による加工動画を紹

介し、参加者が望遠鏡を組み立てた。

次に半導体製造技術に関しては分解したスマートフォンの展示物を用いて、筐体やネジな

どのスマートフォンの構成部品や半導体チップに関する説明を行なつた。一部の参加者は、

半導体素子自体のイメージがしにくい様子であつた。そのため、一般の人でも分かりやすいよ

うなイラストにより捕捉説明を行つた。ほか、半導体プロセスでも CMP(Chemicd Mecha面cd

PЛねhhg)研磨機を使用し。最先端のチップを製造する説明を行つた。工作機械に関する説明

は、スマートフォンの筐体や小型ネジなどに関する内容と関連させて行なつた。参加者の多く

は、当初、機械加工に関するイメージが浮かばない様子であつたが、工作機械で加工する様

子を動画や実機で紹介することで理解を深めることができた。特に小学生の参加者からは、

CADデータと2次元ステージによるレーザ光線の走査する様子が面白く感じたようであった。

個人的には、小学生を対象とした場合 (小学生らが自分で望遠鏡円筒に描いたりしたので)、

円筒を包むかわいいスケッチ画のほうが好まれる印象をもつた。そのため、来年度の企画では

事前に複数のスケッチ画を用意し、参加者に選んでもらうような企画へ改善を進めていきた

い。

最後に本イベントの参加者は、小学生、中学生、高校生を合わせて 67名 であった。参加人

数としては、昨年より減少したので、来年は本イベントの案内は事前にチラシを作成し、大学

近辺の小学校や学習塾に配布するべきである。最後に本企画は機械工学振興事業資金の支

援により運営された。この場を借りて謝意を表したい。



デジタルファブリケーションを使つた“ものづくり"体験

(東北大学・カタールサイエンスキャンパス教育セミナー共催)

(生産加工 。工作機械部門 企画)

1.日 時 : 平成 29年 7月 31日 (月 )12づ0～ 16Ю0

2.会場 : 東北大学 。創造工学センター デジタルア トリエ

3.参加者数 : 35名

4.実施報告

2017年 7月 31日 (月 )に東北大学・カタールサイエンスキャンパス教育セミナーとの共

催で「デジタルファブリケーションを使った “ものづくり"体験」を実施 しました。今回

ご出席頂いたのは,小学校 。中学校 。高等学校・特別支援学校の 35名 の先生方です。中に

は東京の高校からご参加頂いた先生もいらっしゃいました。

本セ ミナーの前半部分は,宮城教育大学教育学部准教授 門田和雄先生に指導頂きなが

ら実習形式で行いました。具体的には,一人一人に 3D CAD「 Fusion360」 を操作頂きなが

らご自身の立体名札のデータを作成頂き,それを 3Dプ リンタで実際に造形するとい う実習

です。ほとんどの参カロ者が 3Dの造形体験は初めてでしたが,見事にそれをクリアできまし

た。また,造形が終了するまでの間,3Dプ リンタの歴史や,各国での 3Dプ リンタ活用事

例の紹介を通 して今後の活用方法を考える時間となりました。

後半部分は,株式会社 IHI技術開発本部の根岸孝二様に『3Dプ リンタ技術の現在と未来』

をテーマとして,産業界での 3Dプ リンタ活用の最近の動向と今後の展開予想についてお話

頂きました。3Dプ リンタの分類を紹介後に,各方式の造形法の違いを説明頂き,活用がも

のづくりにどんな変化とメリットを生み出したかを分かりやすくお話しして頂きました。

さらに金属 3Dプ リンタでビルや家をそのまま建設する未来や,設計データの一本化など,

近い将来の 3Dプ リンタ社会の到来を個々に実感して頂く機会となりました。

最後に,本セミナーの開催に当たり講師を務めて頂いた先生方,また共催を頂いた東北

大学様に心より感謝申し上げます。

セ ミナーの様子



理工系大学生 。大学院生 。高尊生を対象としたセミナー「ものづくり最前線」

(生産加工・工作機械部門 企画)

1.日 時 : 平成 29年 11月 29日 (水)13:30～ 17:30

2.会場 : 日本精工(株)大崎本社ビル (日 精ビル)3階日精ホール

3.参加 : 90名
4.実施報告

先輩たちが「ものづくり」の最前線でどのような活躍をされているのかを知っておくこ

とは,将来に備える上で大変重要である。そこで,各分野の日本を代表する企業の中で「も

のづくり」の最前線で活躍されている方々を講師として招き,製品の裏に隠れた苦労やそ

れを成し遂げたときの喜び,仕事に対する誇 りを語って頂いた (図 1).

各講演においてわかりやすく丁寧に説明して頂いたため,参加 した学生の理解も深まっ

たようである (図 2)。 以下に講演者および講演内容の概要を紹介する。

(1)自 動車用鋼板の商品開発と利用技術開発の最前線

新日鐵住金 (株)技術開発本部 鉄鋼研究所 不叫用技術研究部 白神 聡

新日鐵住金は,世界をリードする研究開発に日々挑戦している。本講演では,自動車な

どに用いられる薄鋼板の商品・利用技術開発の事例を通じ,技術者のものづくりに対する

情熱が紹介された。

(2) あらゆる機械を生み出す工作機械

DMG森 精機 (株)技術本部 実験部 入野 成弘

身の回りの工業製品と工作機械の結びつきを説明しながら,「機械を作る機械」,「マザー

マシン(母なる機械)」 である工作機械の最新技術が紹介された。

(3)『 ボールねじ 』ってなんだろう ?

日本精工 (株)産業機械技術総合センター CMS開発部 新井 覚

ボールねじの生まれた歴史的背景,基本的な構成,求められる機能特性について説明さ

れた後,将来にわたって機械技術者が果たすべき役割、今後の進化の方向性について述べ

られた。

(4)パナソニックのモノづくり開発

パナソニック (株)生産技術本部 生産技術研究所 和田 紀彦

工場を進化させる『ソフト生産技術』と商品の付加価値を向上させる『ハード生産技術』

について,具体例を交えながら紹介された。



,

(5)自動車のC02削減に貢献する材料 。工法技術

日産自動車 (株)総合研究所 先端材料研究所 南部 俊和

地球温暖化防止の観点からC02排出量の削減は急務であり。自動車においては、電気自

動車 (EV)や車体軽量化が重要となってきている。本講演では,エ ンジンフリクション低

減技術や車異種材接合技術などの先端事例について紹介された。

(6)航空エンジンとその加工技術

(株)IHI技術開発本部 生産技術センター カロ正技術部 佐々木 渉

本講演では,高い信頼性と性能を誇る航空エンジンのしくみと技術動向,お よびものづ

くり技術について紹介された.

最後に, ご講演いただきました講師の方々,会場を提供いただきました日本精工膝・lの皆

様に深謝申し上げます。

図 1.セ ミナーの風景 図 2.熱心に講演を聞く参加者
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第 20回ロボントグランプリ開催報告

開催 日 :2017年 3月 25日 (土)～26日 (日 )

場所 :東京都立産業技術高等専門学校 荒川キャンパス

大会 URL:https7/wwwjsme.o■,pたmd/RobotGrandPriギ20tVindex.html

ロボットグランプリ実行委員長 琴坂信哉 (埼玉大)

ロボティクス 。メカ トロニクス部門企画行事であるロボットグランプリを,本年は東京

都立産業技術高等専門学校荒)IIキ ャンパスにて2017年 3月 25日 ,26日 に開催致しました。

今回で第 20回 目となるロボットグランプリは,学会会員のみならず,小中学生から大学生 ,

一般人に対する工学技術の啓蒙活動 として高く評価されたロボット競技会です。今回も,

昨年に引き続き,大道芸ロボット,ロ ボットランサー,ス カベンジャー競技の 3種目が実

施されました。

1日 目に開催 された開会式では,岸本喜久雄 日本機械学会会長,そ して,会場をご提供頂

きました東京都立産業技術高等専門学校を代表して田原正夫校長よりご挨拶を賜 りました。

開会式に引き続き行われました大道芸ロボット競技では,9チームが出展 し,趣向を凝らし

たパフォーマンスが披露されました。予定通 りに動作しないロボットもありましたが,楽

しいス トー リー性を持ったロボッ トも多く,会場ではちびつこ審査員の厳 しい視線にさら

されながらも和気調々と進みました。競技終了後には表彰式が行われ,優勝チームには,

岸本会長より賞状および研究奨励金,協賛企業各社からの副賞が授与されました。最後に,

広瀬茂男組織運営委員長,および主催者側である日本機械学会ロボティクス 。メカ トロニ

クス部門小俣透部門長よりご挨拶をさせて頂きまして,1日 目の競技会を終了致しました。

2日 目は,ロ ボットランサー競技とスカベンジャー競技が行われました。ロボントランサ

ー競技では,参加者のレベルに応 じてマイスタークラス,ス タンダー ドクラスに分かれて

競技を行いました。参加 したランサーロボットは,両クラスの合計で 63台にものばりまし

た。また,ス カベンジャー競技には,長野県上田市,北海道札幌市,福岡県福岡市からの

予選をくぐり抜けてきたチームや,一般参加のチームの合計 26チームのエン トリーがあり

ました。両競技とも,最後にはハイ レベルの戦いとなり,大変な盛 り上がりとなりました。

競技終了後,ロ ボットランサー競技,ス カベンジャー競技の表彰式が行われ,それぞれの

入賞者には,賞状と協賛企業各社からの副賞が授与され,無事終了致 しました。

来場者数は,競技参加者を含めて 26日 がおよそ 137名 ,27日 は大変寒い雨の日でした

が 192名 の方にご来場頂きました。以下に,各競技の詳細な結果を記載 しておきます。

●大道芸ロボット競技 (3月 25日 )

参力日申し込み 9チームがビデオ予選を通過し競技を行いました。内訳は,からくり部門 2

チーム,コ ンピュータ制御部門が 7チームで,会場に並べられたロボットが順次パフォー

マンスを披露しました。観客の年少者から15名 ほどのちびっこ審査員として札を上げて投

票してもらい,審査員はこれを参考に総合評価を行いました。審査結果は以下の通りです。

大道芸ロボット競技 結果

優勝 :フ ライングパンケーキ

準優勝 :カ ップ麺調理器

(東京工業大学)

(静岡大学)



大道芸ロボット競技の様子

0ロ ボットランサー競技 (3月 26日 )

スタンダー ドクラス予選,決勝,マイスタークラスの順で競技が行われました。スタン

ダー ドクラスでは参加者 59チーム,マイスタークラスでは参力日者 4チームでの戦いとなり

ました。スタンダー ドクラス上位 3チームと特別賞 3チーム,マイスタークラス上位 3チ

ームがそれぞれ表彰されました。

第二位 :白雪ね―さん

技術賞 :からくり空中ブランコ

ちびつ子賞 :チャヅ四駆

娯楽賞 :かんきつ君

(大阪電気通信大学)

(不二越工業高等学校)

(電気通信大学)

(個人参加)

(湘南工科大学附属高校)

(電気通信大学ロボメカエ房)

(長野県工科短期大学校)

(日 本工業大学)

(千葉工業大学)

(日 本工業大学マイクロコンピュータ研究部)

(湘南工科大学ロボット同好会 )

(日 本工業大学)

スタンダー ドクラス 結果

優勝 :SITGlaDos

準優勝 i Shin‐ Shirley

第 3位 :RL‐06

デザイン賞 :961

特丹町賞 :Vivid Bit

技術賞 :あかいすいせい

マイスタークラス 結果

優勝 I Petrushka

準優勝 :雷神 86仕様



第 3位 :大型戦車えいぶらむす改  (電気通信大学ロボメカエ房 )

上位入賞者の技術レベルは大変高く,ス ピー ドとランスの精確な制御が目を引きました。

ロボントランサー競技の様子

●スカベンジャー競技 (3月 26日 )

スカベンジャー競技では,多数の親子チームが参力日し,見学者も含めて大変な盛 り上が

りを見せました。参加者の層が厚くなってきたことから,昨年度から初心者向けのビギナ

ークラスと経験者を対象とした一般クラス (昨年度は,エキスパー トクラスと呼称)を創

設しました。一般クラスでは,エ ントリーした 14チームによる予選上位の4チームと地方

予選会からの招待チーム6チームで決勝 トーナメントが行われました。操縦冴クニックに

より高得点を得るチームもあれば,様々な工夫がされた機体を出品してくるチームもあり

ました。ビギナークラスには 6チームのエントリーがありました。ビギナー決勝では,予

選上位 3チームによるトーナメント戦が実施されました。一般クラスでは,札幌日大 Sirhs

が強さを見せつけ,パーフェク トに迫る得点で決勝 トーナメントを勝ち進み,予選から上

がつてきた長井ハンピ~号をくだしました。ビギナークラス決勝では,両チームともパー

フェクトを達成 し,よ り短時間でコンプリー トした商大うっち―チームが優勝となりまし

た。

競技の結果,一般クラス, ビギナークラスそれぞれの決勝上位の 3チームに,および下

記のような特別賞が 5チームに授与されました。

スカベンジャー競技 結果

一般クラス優勝 :札幌日大 Sirius

一般クラス準優勝 :長井ハンピ~号

一般クラス第 3位 :ASAKAWAブラザーズ

ビギナークラス優勝 :商大うっち―



ビギナークラス準優勝 :Team WK
ビギナークラス第 3位 :う な重ブラス ト

創造賞 :長井チャレンジ号

技術賞 :チーム小学 2年生

娯楽賞 :も ちづきフレンズ

奨励賞 :玩流 あつめ丸

アイデア賞 :そ らりん

スカベンジャー競技の様子

会場内には,各競技会の実施スペース以外にも大道芸ロボントの展示やオーム社のロボ

コンマガジンを紹介するブースもつくり,多 くの人々に広くものづくりの楽しさを広める

助けとしました。また,上田ケーブルビジョン様のテレビ取材もありました。

この様に毎年ロボットグランプリを行う事ができるのは,多 くの企業 (今年は,11社様

よりご支援を頂きました)よ り協賛を頂いているおかげです。さらに,ロ ボティクス 。メ

カ トロニクス部門の全面的な支援のおかげでもあります。また,大会実施にあたつては,

各大学から多数のアルバイ ト学生の協力を頂きました。実行委員の皆様,各スタンフの皆

様,あ りがとうございました。最後になりましたが,会場を快くお貸し頂きました東京都

立産業技術高等専門学校様に紙面を借 りて感謝したいと思います。

以上



No。 17‐ 110 宇宙工学部門実践セミナー

「革新的衛星技術実証の紹介及び小型衛星の技術課題」 報告書

開催 日

会場

2017年 9月 8日

宇宙航空研究開発機構 相模原キャンパス/
宇宙科学研究所研究・管理棟① 2F会議場

34名参加人数

2017年 9月 8日 (金)JAXA本日模原キャンパスにて、機械工学振興事業基金助成事業 実

践セ ミナー(17‐ 110)「革新的衛星技術実証の紹介及び小型衛星の技術課題」が開催されまし

た。

国内の小型衛星/Cube Sat開発者から期待されている革新的衛星技術実証プログラムに

ついて、初めにグループ長であられる香河様より、政策的位置づけ、制度設計、 1号機の

内容等について講演頂きました。「宇宙活動法」の理念を先取りして制度設計 しながら進め

られてきたことや、イプシロンロケット4号機/革新的衛星技術実証 1号機 (以下、革新

1号機)の本体 (バス部)の設計、製造、運用として、広く門戸を開いた形で競争を行い、

ベンチャー企業アクセルスペース社を JAXAと して初めて契約 して進めることにしたこと

等が紹介されました。

次に、イプシロンロケット側の対応を JAXA原様、IHIエ アロスペース坂本様に講演頂

きました。2018年度に計画されている革新 1号機で小型衛星、超小型衛星、3U/1Uサイズ

衛星の搭載方法、搭載環境の見通 し、運用方法など、開発中のロケット側の情報をまとめ

て知ることのできる貴重な機会となりました (同様の内容は追って、宇宙科学技術連合講

演会にて講演される見通 しです )。

最後に小型衛星の開発経験が豊富な日本大学の宮崎先生より、過去の衛星開発の紹介 と

革新 1号機に搭載する CubeSatの開発の状況、革新 2号機に向けた要望について講演頂き

ました。開発を進めるにあたつて、基本的には課題は無いとしながらも、安全に対するイ

ンヒビット確保のためのスインチ類での電圧降下への配慮や、残留磁場の影響を軌道上で

校正することの重要性、海外購入部品を使用する際の注意点など、実践的なア ドバイスが

盛 り込まれた講演でした。打上手段側への要望として、CubeSatの 利用が広がるにつれサ

イズの大きい高度なミッションも出てきており、国内にも6Uサイズで海外の打上手段を検

討 している大学があることや、クラスター打上でのコンステレーションに対する需要など、

今後の国内での軌道上実証のニーズや産業育成の観点で示唆に富む講演でした。
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図 講演風景

参力日者は大学関係者、企業、宇宙機関関係者等、34名 が参加 し、講演後の懇親会にも約

10名 が参力日し、講師を囲んで様々な意見交換を行 うことができました。



No.17-76第 7回低温度差スターリングエンジン競技会日発表会

日本機械学会技術と社会部門

工学日技術教育委員会委員長

加藤義隆 (大分大学所属 )

2017年 10月 15日 ,大分県の大分駅近くに所在するコンパルホール 4階視聴覚室にて,第 7回

低温度差スターリングエンジン競技会・発表会を実施 した,7組の団体から 11作品の出品があり,

16人が出席 した。出席者は過去に出品した方が主で,継続的な取 り組みになっているという点で

事業の趣旨の通 りではある。今回は競技会・発表会当日の出品者に児童や生徒はいなかった。し

かし見学者には大学受験を控えた浪人生,高校生,小学生がいた.見学者に新規の出席者は少な

いものの,過去の出品者が数人おり,社会人になった方や,小学生の時に出品した女の子が高校

生になっているなど,見た目に成長を感 じられる状況もあつた。そういった方々に参力日して頂い

ても,「またこれか」とならず,新たに楽しんで頂けるよう努力はしている。

出席者が少ないことは反省点である。共催団体が事前に実施 したスターリングエンジンの工作

教室の参加者は,当該事業終了後の催 しでもスターリングエンジンの催 しに何人か顔を出してく

ださつており,今回は日程が悪かったことも参加者が少ない要因としては挙げられる。しかしな

がら,催 しの趣旨が取り組む者の交流の場を設けることだつたため,出品者や運営に関わる者以

外は,ただ見ている以外にやることはない。そこで次年度の予定として,出品者の奮起を促す工

夫や出品者以外の方の出席を誘 う参加型の取り組みを提案する。また広報活動も,よ り広く地域

の方々に認知 して頂けるよう工夫する所存である。当該事業の寂 しい状況を大分大学のイベン ト

にて紹介 したところ,地域の方からは近隣の小中学生に紺 して一人 1枚チラシを配布 して欲 しい

という旨の要望を頂いた。その要望はかなえられないが,それに代わる方法を現在検討 している。

本報告は日本機イ戎学会技術と社会部門ニュースレターNo.37に掲載する予定の記事の原稿を短縮し

たものである.http://― .jsme.or.jp/tsd/news/index.htmlか らたどり,本文を参照して頂ければ幸

いである。一部の作品の映像をhttps:〃 youtu.be/iwe6oXw9qOEで 紹介する。また行事の説明は別

途,「 〔No.17-76〕 第 7回低温度差スターリングエンジン競技会 。発表会 参加の手引き」に掲載さ

れている。2018年 2月 現在,http://www.jsmeo or.jp/tsd/kouen/index.htmlか らたどって参照可

能である。

大分県教育委員会,大分合同新聞,NHK大分放送局,OBS大分放送,TOSテ レビ大分,OAB大
分朝日放送,エ フエム大分,」 :COM大分ケーブルテレコムに後援 して頂きました。共催の大分大

学からは,関連事業の採択,大分県内の学校への広報資料の送付,にほうジャーナルヘの広告掲

載費用の負担,学長の定例記者会見等による広報で配慮 して頂きました。おおいた協働ものづく

り展でも紹介の機会を頂きました。
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事業催事名

開 催 口時

会   場

入 場 方 法

主   催

共   催

協   賛

後   援

協 力 団 体

入 館 者 数

知能ロボットコンテスト・フェスティバル 2017結果報告

知能ロボ ン トコンテス ト・フェスティバル 2017

平成 29年 6月 10日 (上)1次 予選・敗者復活戦

平成 29年 6月 11日 (日 )2次 予選・決勝戦

スリーエム仙台市科学館

無料

ロボット競技会実行委員会、メカ トロで遊ぶ会

一般社団法人 日本ロボット学会、仙台市教育委員会、東北学院大学産学連携推進センター

一般社団法人 日本機械学会、オリエンタルモーター(株)、 (株)テ クノプラザみやぎ、日本

信号(株)、 仙台運送(株 )、 NECネ ットイノベーション(株 )、 (株)仙台共同印刷、(株)童具館、

(株)アル トナー、富士通アイツテック株式会社、(株)日 南、新 日鉄住金ソリューション

ズ株式会社

地方独立行政法人青森県産業技術センター、朝日新聞仙台総局、地方独立行政法人岩手県

産業技術センター、(株)イ ンテリジェン ト・コスモス研究機構、NHK仙 台放送局、河北

新報社、仙台CATV(株 )、 仙台経済同友会、仙台商工会議所、公益財団法人東北活性化

研究センター、(株)福 島中央テレビ、福島民報社、宮城県産業技術総合センター、山形県
工業技術センター、読売新聞東北総局、公益財団法人みやぎ産業振興機構

スリーエム仙台市科学館、学校法人 日本コンピュータ学園 東北電子専門学校デジタアレ

映像放送科、千葉工業大学工学部 未来ロボケィクス学科、東北学院大学 工学部 機械知

能工学科 貪長谷研究室、東北大学 大学院工学研究科 ノベイオロボティクス専攻 田中(真)研

究室、東北大学 自主ゼ ミナール協議会、大阪電気通信大学 電子機械工学科 鄭研究室、

東北工業大学知能エレク トロニクス学科 藤田研究室、滋賀県立大学工学部機械システム

エ学科 メカ トロニクス研究室、茨城大学 工学研 知能システムエ学科 森研究室、東

北工業大学ライフデザイン学部 クリエイティブデザイン学科、福島大学 共生システム

理工学類 高橋研究室、真田賞選考委員会

総計 約 1,140人   内訳 6月 10日 (土 )

6月 11日 (日 )

知能 ロボ ッ トコンテス ト総数 98台

約 720人

約 420人 (仙台市科学館の調査より)

参加チーム数

チャレンジャーズコース マスターズコース

大学生 59 4

高専生 3 1

高校生 5 0

中高一貫校 14 5

社会人 1 1

合 計 82 11

※一般社団法人日本ロボット学会様、仙台市教育委員会様、一般社団法人日本機会学会、東北学院大学産学

連携推進センター様、オジエンタルモーター(株)様、 (株)テ クノプラザみやぎ様、日本信号 (株)様、仙台

運送(株)様、NECネ ットイノベーション(株)様、(株)仙台共同印刷様、(株)童具館様、(株)アル トナー様、

富士通アインテック株式会社様、(株)日 南様、新日鉄住金ツヅューションズ株式会社様、真田賞選考委員
会様からの御共催金、御支援金、御提供品は、競技会の企画・運営費・賞品として、使わせていただきまし

た。厚く御礼を申し上げます。



第 29回 知能ロボットコンテス ト 行事報告

当学会が協賛する第 29回知能ロボットコンテス ト (主催 :ロ ボット競技会実行委員

会、他 2団体、http://―.inrOfo org/)が 、平成 29年 6月 10日 (土 )、 11日 (日 )

の両日、仙台市科学館 (宮城県仙台市)を会場に開催 されました。2日 間で延べ約 1,140

名の観客を動員 (仙 台市科学館発表)し、特に日曜 日は、子供連れの家族などが訪れ、

それぞれ工夫が凝 らされたロボットの動きに紺して歓声が上がっていました。

今年は、93チームが参加 し、アイデアと技術を競いました。参加チームの内訳は、

大学生が主体であり、他に、高校生、高専生、中学生、社会人のチームとなつています。

本ロボットコンテス トは、1990年から (予備大会を含めると 1989年から)開催されて

いる日本でも最も歴史あるもののひとつであり、高度な競技内容を特徴とする完全全 自

動のロボットによるコンテス トです。その競技は、競技台上に置かれている対象物をロ

ボットが自律的に発見し、所定のゴールに運ぶ速さと正確さを競 うもので、チャレンジ

ャーズコースとマスターズコースの 2つの競技が用意されています。チャレンジャーズ

コースでは 3色計 15個のスポンジボール、マスターズコースでは 3色のスポンジボー

ルと空き缶、水入 リボ トルと多様化させたものが対象物 となつています。チャレンジャ

ーズコースの競技は、比較的簡単なや り方でも競技に参加することが可能なルール とな

つてお り、またマスターズコースはかなり高度な技術を要求するようになつています。

(http://Ⅷvwo inrof.org/irc/ 「競技ルール」をご参照ください)その結果、初心者

から高度のプロ技術者まで、それぞれのや り方で楽 しく参力日できるように工夫されてい

ます。また、本競技会の特徴 として、リピータの割合が大きいことが挙げられ、本競技

会に魅せられた参力日者・観戦者の熱気あふれる大会です。

競技の結果は,別紙にてお知らせ致 します。各コースの入賞チームと賞品などを記載

してお りますので,ど うぞご確認をお願い致します。

本競技会は、大学教員・学生・有志によるボランティアベースのロボット競技会実行

委員会を中心に、日本機械学会様をはじめ、本競技会にご賛同くださる団体・企業の皆

様の、資金的・物的・人的なご支援により運営されています。この場をお借 りしし、関

係各位に深 く感謝を申し上げます。

ロボット競技会実行委員会

代表 高橋 隆行

(福島大学 共生システム理工学類 教授 )
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北海道札幌市手稲区前田 7条 15丁 目 4番 1号

北海道科学大学工学部機械工学科

教授 竹澤 聡

TEL:011‐688‐ 2283, FAX:011‐ 688‐ 2283

E‐mail i takezawa@hus,acjp

1.事業名称 夏休みキッズ科学技術セミナー

2.主 催 】ヒ海道科学大学,

3.後 援 一般社団法人日本機械学会,独立行政法人日本学術振興会

4.開催場所  北海道科学大学 2号館ロボティクスエ房

5,開催日時 平成 29年 7月 30日 (日 )

6。 参加者数 66名 (小学校 5。 6年生 30名 ,小学 4年以下および保護者 36名 総計 66名

7,実施概要

夏休みキンズ科学技術セミナーは,札幌市近郊の小学校高学年を対象に,科学技術の面

白さおよび楽しさを体験してもらうことを目的として,平成 19年度から数えること 11年

目を迎えた継続的イベン トである。今年度はロボットの構造について学び、フィー ドフォ

ワー ド制御による簡単な 2足移動ロボットを製作することを趣旨とし、子どもたちとロボ

ットづくりを通じて交流を目指した。

本年は,独立行政法人日本学術振興会の協力得て、動物の尾つぽによるロボット姿勢を

フィー ドバック制御で実現するために、新機構を接合させるアタンチメントを3Dプリンタ

ーで作製し機能を強化する実装の例を紹介する講座を 7月 30日 実施した。

なお、三足歩行のさらなる安定化ともにレースに勝利するための機構の改善や戦略を班

ごとに検討する時間を設けました。またギヤボックスとのアタッチメントを3Dプ リンター

で作製し機能を強化する実装の例を紹介しました。ロボット製作および競技会は,受付 ,

開講式,オ リエンテーションの後,早速取りかかつた。ロボント製作は,加工と組立およ

び動作チェックの作業を学内ボランティアの学部生がチームリーダーとなって指導にあた

つた。子供達は製作に熱心に取り組み, 5人 1組で6チームを構成し、速度計測を行い、

最も平均速度の速い班が優勝、 2番 目のチームが準優勝としてオリジナルロボットによる

lm短距離走 (時間にして40秒強)を実施しました。表彰,閉講式を行つて終了した。セミ

ナー当日は,参加者の子供達および保護者の熱気で会場が満たされ,掲載写真の子供達の

はじけた笑顔が見られた。

最後に,助成を頂いた機械工学振興事業資金,実施計画,事前準備に加え当セミナーの運

営にご協力頂いた公益社団法人日本機械学会に深く感謝の意を表するとともに,今後とも

本セミナーの継続,発展に支援をお願いする次第です。
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